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後

　

魏

柔

　

然

　

゛
表

　

（
下
）

‐
‐
－
ｊ
中
古
茫
古
史
の
綿
年
史
的
整
理
の
意
図
を
か
ね
て
‘
―
’
ｉ

延
興
三
年
（
予
談
、
永
康
十
年
・
四
七
三
）

　
　

二
月
・
四
月
・
契
丹
同
胞
に
泣
使
朝
討
す
。

　
　

七
月
・
果
然
の
兵
、
敦
坦
を
侵
・
ｙ
。
伝
符
翁
１
　
生
こ
れ
を

　
　
　

撃
破
す
。
①

　
　

八
月
・
九
月
・
庫
莫
大
｀
誠
に
近
鈍
朝
頁
す
。

　
　

十
二
月
・
柔
然
、
嶮
を
犯
し
、
柔
玄
伝
の
二
部
勅
勒
亦
叛

　
　
　

し
て
之
に
庖
す
。

　
　

①

　

限
輿
二
年
０
敦
煌
院
寇
に
引
き
撹
き
、
柔
然
が
北
鶏
０
西
面

　
　
　

を
脅
戌
し
始
め
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
帝
紀
に
は
此
１
　
件
を
記

　
　
　

し
て
「
事
具
帽
奸
惇
」
と
附
記
し
て
ゐ
る
が
、
現
行
本
北
史
魏

　
　
　

書
轜
蛉
淳
は
此
事
件
に
間
し
て
記
載
す
る
所
無
し
。

延
興
四
年
（
予
談
、
永
康
十
一
年
・
四
七
四
）

　
　

五
月
・
柔
然
、
魏
及
び
宋
に
遺
使
砂
貞
（
魏
書
宋
書
紀
）

七
月
・
柔
然

ゝ’

敦
煌
絹
を
攻
む
。
絹
将
尉
１
　
侯
、
大
’
い
に

之
を
破
る
①
。
仰
９
　
奏
し
て
敦
煌
畑
を
涼
州
に
。
退
移
せ

　
　
　
　

≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　

６

・
内

　
　

田

吟

　

風

　
　
　

ん
こ
と
を
謡
び
し
も
、
給
亭
中
韓
秀
こ
れ
を
非
と
し
、

　
　
　

事
罷
か
（
韓
秀
傅
）
②
。

　
　

九
月
・
４
丹
、
庫
莫
爰
、
地
豆
干
請
國
各
遺
使
、
魏
に
朝
貨
す
。

　
　

１
　
歳
・
柔
然
造
反
、
宋
に
方
物
を
削
す
（
宋
書
紀
）
。

　
　

①

　

延
輿
二
年
の
諾
に
掲
げ
し
片
多
侯
と
柔
然
部
師
厦
救
と
の
戟

　
　
　

闘
は
或
は
１
　
歳
の
事
や
も
知
れ
ざ
る
こ
と
前
記
０
頷
で
あ
る
。

　
　

②

　

韓
秀
の
蟻
は
、
隋
の
武
帝
が
河
西
四
万
を
問
亡
て
匈
奴
、
西

　
　
　

詫
両
者
の
交
涌
を
贈
に
し
、
以
つ
で
匈
奴
に
大
打
星
を
呉
へ
た

　
　
　

る
と
同
様
、
敦
煌
揃
け
豪
然
、
叱
谷
旅
０
交
勁
を
～
ヴ
ド
す
ろ
も

　
　
　

の
に
し
て
、
退
罷
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
に
在
つ
だ
、
事
詳
く
に

　
　
　

韓
当
節
に
見
ゆ
る
所
で
あ
る
。
。
但
、
該
傅
ぱ
此
卵
外
邨
の
・
事
件

　
　
　

を
唯
延
興
中
と
な
す
の
み
で
あ
る
。
今
指
紋
に
よ
り
て
七
月
に

　
　
　

繋
ぐ
。

延
興
五
年
（
予
成
、
永
康
十
二
年
・
四
七
五
）

　
　

五
月
・
契
丹
、
庫
莫
尖
、
い
ｔ
て
逍
使
、
魏
に
名
馬
を
献
ず
。
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六
月
・
京
師
の
死
罪
人
を
曲
赦
し
、
柔
然
防
禦
に
遣
備
す
。

八
月
・
地
豆
干
、
魏
肖
遣
使
朝
家
。

十
月
・
可
汗
予
放
、
魏
に
遣
便
朝
欲
し
、

｛

姻
を
通
ぜ
ん

　

こ
と
を
請
ふ
。
有
司
、
予
成
が
犀
、
逞
塞
を
犯
せ
る
を

　

以
て
、
其
使
を
絶
ち
、
登
兵
之
を
討
た
ん
こ
と
を
請
ふ
。

　

畝
文
帝
①
、
其
款
意
に
そ
む
く
可
が
ら
す
七
謂
ひ
。
詔
報

　

し
て
婚
姻
の
重
す
べ
く
可
し
く
行
ひ
難
き
を
論
す
の
。

　

予
放
、
誦
詐
を
懐
き
、
詔
書
を
見
て
中
止
し
④
、
戴
文

　

帝
の
在
世
中
は
再
び
婚
を
求
め
ず
。

是
歳
、
宋
誉
縁
法
猷
、
金
陵
を
説
し
て
巴
蜀

い
ｙ

吐
谷
渾
よ

　

り
柔
旅
中
を
経
て
、
千
閲
に
到
り
し
も
、
葱
嶺
を
越
え

　

ん
と
し
て
枝
道
の
断
絶
に
遭
ぴ
て
還
る
（
高
伶
傅
初
集
）
。

延
興
年
中
・
勿
吉
國
、
使
者
乙
力
支
を
遣
し
て
魏
に
朝
献
す
（
勿

吉
悼
）

－

　

Ｆ
Ｉ

　
　

①

　

獣
文
は
太
上
皇
帝
と
し
て
崩
年
承
明
元
年
迄
政
を
と
れ
り
。

　
　

③

　

帝
言
並
に
詔
は
、
蜻
嬬
傅
に
収
載
せ
ら
る
。

　
　

④

　

通
志
巻
二
百
。

承
明
元
年
（
予
成
、
永
康
十
三
年
・
四
七
六
）

　
　

二
月
・
五
月
・
八
月
・
十
一
月
・
柔
然
造
使
魏
に
朝
貢

　
　
　

す
。

　
　

ｆ

　
　

二
月
’
七
月
・
庫
莫
呉
、
九
月
・
庫
呉
呉
、
契
丹
各
、
逡
使
朝
貢
。

太
和
元
年
（
予
琥
、
永
康
十
四
年
・
四
七
七
）

　
　

‘
一
月
こ
一
月
・
十
月
ヽ
契
丹
・
庫
莫
契
並
に
貧
に
入
貢
・

　
　

四
月
・
柔
然
、
使
者
莫
何
①
去
９
　
比
抜
等
を
魏
に
遣
し
、

　
　
　

良
詔
襄
を
脱
寸
。
五
月
・
九
月
・
ま
た
朝
限
。

　
　

①

　

何
、
魏
書
傅
河
に
作
る
。
（
北
史
涌
志
は
何
。
）
比
撹
等
、
此

　
　
　

時
、
魏
朝
の
珍
蜜
。
の
華
麗
豊
賞
な
る
を
Ｉ
観
せ
ん
こ
と
を
１
　
ひ

　
　
　

し
を
以
つ
て
、
有
司
に
勅
し
て
御
府
の
珍
玩
器
抑
等
を
川
し
て

　
　
　

展
観
せ
し
め
し
に
、
比
投
等
自
ら
相
詞
つ
て
、
「
大
國
の
富
麗
、

　
　
　

一
生
未
だ
見
ざ
る
所
也
」
と
い
ふ
。

太
和
二
年
（
予
成
、
永
康
十
五
年
・
四
七
八
）

　
　

二
月
・
比
抜
等
を
７
　
泣
し
て
朝
噴
、
尋
い
で
ま
た
婚
を
請

　
　
　

ふ
。
孝
文
帝
、
志
、
招
納
に
あ
り
、
之
を
許
す
。
予
成
、

　
　
　

歳
宣
鍋
一
え
す
と
雖
款
約
著
し
か
ら
す
、
婚
事
ま
た
停

　
　
　

む
。

　
　

八
月
・
勿
古
凶
、
魏
に
遣
使
朝
鰍
①
。

　
　

九
月
・
柔
然
國
、
泣
使
宋
に
方
物
を
献
す
。
宋
の
宰
相
蕭

　
　
　

道
成
、
鴎
騎
１
　
軍
王
洪
範
⑦
を
柔
然
に
泣
し
、
期
を
約

　
　
　

し
て
共
に
魏
を
伐
た
ん
こ
と
を
議
す
（
朱
書
帝
紀
、
南
史

　
　
　

北
秋
傅
、
南
斉
１
　
丙
角
傅
、
建
康
賞
録
、
通
鑑
考
。
異
六
）

　
　

こ
の
頃
〔
太
和
初
〕
、
さ
き
に
弟
然
の
立
て
し
高
昌
王
閥
伯

　
　
　

周
死
し
、
子
義
成
立
ち
し
が
、
歳
節
に
し
て
其
兄
首
回
、

　
　
　

義
成
を
殺
し
、
自
立
し
て
高
昌
王
と
な
る
（
瓦
昌
り
）
。

　
　

①

　

勿
吉
傅
に
太
和
初
叉
賀
馬
五
百
匹
と
あ
る
μ
、
是
時
の
事
な
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iｍ

　
　
　

る
ぺ
し
。

　
　

ｃ

　

涌
蛾
考
異
「
有
書
作
王
洪
軌
、
今
轍
。
斉
紀
」

太
和
三
年
（
予
成
、
永
庚
・
Ｔ
六
年
・
四
七
九
）

　
　

四
月
・
柔
然
、
魏
に
朝
政
。

　
　

九
月
・
地
豆
干
、
契
丹
、
庫
英
男
も
亦
各
、
朝
貢
。

　
　

十
一
月
・
可
汗
、
南
西
の
使
王
洪
範
の
勁
焼
に
従
ひ
、
十

　
　
　

旅
萬
騎
を
帚
ゐ
て
南
下
、
魏
の
塞
上
に
至
る
①
。
魏
兵
、

*
ｉ
た
脊
を
膏
の
太
１
　
に
致
し
、
共
に
魏
を
伐
た
ん
こ
と
’

を
言
ふ
。
其
１
　
、
噺
帝
を
足
下
と
い
ひ
、
可
汗
は
自
に

を
吾
ふ
孵
す
。
其
使
、
。
常
に
河
南
道
よ
り
、
益
州
に
い

た
る
（
商
喪
。
諮

是
淀
。
庫
英
尖
、
北
魏
の
家
内
に
入
る
。
地
豆
干
の
抄
掠
を
畏

灘
す
ろ
を
以
て
糾
と
す
。
魏
帝
、
詔
書
之
を
切
責
す
。
（
庫
英

司
憾
）

開
を
閉
し
て
拒
守
、
戦
は
す
。
可
汗
、
燕
然
山
下
に
狼

　
　

太
和
五
年
（
予
成
ブ
水
康
十
八
年
・
四
八
こ

　
　
　

し
て
蹄
る
（
宋
書
梁
田
丙
原
傅
）
。

　
　

是
歳
、
柔
然
、
高
勾
徽
と
計
り
て
几
ハ
に
地
豆
干
を
Ｉ
分
取
せ

　
　
　

ん
と
す
。
契
丹
其
侵
回
を
恐
れ
、
其
莫
阿
弗
勿
千
は
部

　
　
　

落
。
車
三
千
東
衆
萬
節
口
を
半
ゐ
、
雑
畜
を
嶺
徒
し
て

　
　
　

魏
に
内
附
す
。
魏
、
之
を
白
狼
水
泉
に
趾
く
（
契
丹
憾
）
。

　
　

①

　

昨
年
。
宋
都
を
壮
し
た
王
洪
範
は
、
巴
蜀
よ
り
吐
谷
裾
に
出

　
　
　

で
西
域
を
絢
て
此
年
漸
ｚ
い
柔
然
可
汗
府
に
達
し
、
可
汗
に
誕
い

　
　
　

て
討
魏
の
軍
を
れ
・
ざ
し
め
た
の
で
あ
る
。
宋
占
に
は
、
「
八
月
、

　
　
　

丙
荷
主
聚
三
十
萬
騎
」
と
あ
ろ
。
可
汗
ば
八
月
三
十
萬
０
兵
を

　
　
　

甕
し
、
十
一
月
訪
巾
十
萬
騎
を
親
潮
し
て
塞
上
に
進
ん
だ
も
の

　
　
　

と
考
へ
ら
れ
る
。

太
和
四
年
（
予
成
、
永
康
十
七
年
・
四
八
〇
）

　
　

三
月
・
柔
然
、
魏
に
遣
使
朝
貢
す
。

　
　

是
歳
・
可
汗
頻
に
使
を
斉
に
遣
し
、
駱
皮
雛
物
を
貢
し
、

七
り
・
菜
然
の
利
師
他
檀
、
衆
を
率
ゐ
て
魏
に
内
附
す
。

九
月
・
菜
然
、
斉
に
使
を
遣
し
削
子
皮
力
衿
紹
を
献
じ
、

　

共
に
・
ま
た
詞
を
代
ヽ
に
ん
こ
と
を
い
よ
。
Ｉ
・
ゐ
皮
、
虎

　

皮
の
如
く
グ
目
色
短
毛
、
質
胡
曰
く
師
子
皮
に
非
ず
扶

　

抜
皮
な
り
と
。
）
（
府
斉
書
善
善
傅
）

十
月
・
柔
然
、
魏
に
遣
使
姻
臣
す
。

是
歳
、
高
車
の
王
阿
伏
至
項
の
、
高
昌
國
王
圃
首
ｙ
兄
巾
を
殺
し
、

　

敦
煌
の
人
張
孟
明
を
以
て
王
と
す
。
後
、
国
人
、
孟
明
を
殺

　

し
、
馬
儒
を
立
て
ゝ
王
と
な
す
「
高
昌
怜
、
涌
典
仁
一
百
九
十

　

一
、
通
鑑
斉
紀
」
）

①

　

高
昌
淳
に
は
可
至
羅
と
あ
る
。
之
は
従
床
、
柔
然
に
麟
隷
し

　

て
ゐ
た
が
こ
の
後
数
年
に
し
て
柔
然
よ
り
狽
立
し
、
高
車
族
諧

　

昌
の
基
を
建
て
た
高
車
族
中
の
副
伏
部
の
禽
長
阿
伏
至
凛
の
事

　

で
占
ろ
ｙ
考
へ
ら
れ
る
。
涌
典
に
は
、
正
し
く
「
太
和
五
年
高
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車
王
阿
伏
至
摂
政
珊
王
」
と
記
さ
拓
て
ゐ
る
。
北
魏
末
に
現
は

　
　
　

れ
た
高
車
何
至
羅
國
は
此
の
阿
伏
至
羅
の
子
孫
の
國
で
あ
る
。

　
　
　

可
（
何
）
至
羅
・
は
阿
伏
至
羅
の
誂
に
過
ぎ
ぬ
。
兎
に
角
、
こ
の

　
　
　

阿
伏
至
羅
の
高
昌
王
府
立
の
事
賞
は
。
こ
の
太
和
五
年
頃
既
Ｋ

　
　
　

高
車
の
勢
力
が
層
大
し
て
天
山
々
北
よ
。
り
ツ
ル
フ
ア
ン
地
方
ｉ
ｉ

　
　
　

及
ぷ
に
至
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

太
和
六
年
（
予
成
、
永
康
十
九
年
・
四
八
二
）

　
　

こ
月
・
地
豆
干
、
魏
に
朝
貢
。

　
　

六
月
・
柔
然
も
亦
朝
貢
。

太
和
七
年
（
予
成
、
永
康
二
十
年
・
四
八
三
）

　
　

八
月
・
斉
の
使
者
王
洪
範
、
可
汗
庭
よ
り
脊
都
に
還
る
。

　
　
　

経
塗
三
萬
詮
里
と
孵
さ
る
。
（
南
斉
書
丙
角
傅
）

太
和
八
年
（
予
成
ブ
水
康
二
十
一
年
・
四
八
四
）

　
　

二
月
・
柔
然
、
’
遣
使
朝
貢
。

太
和
九
年
（
予
成
、
永
康
二
十
二
年
・
伏
古
敦
可
汗
豆
帯
、
太

　

平
元
年
・
四
八
五
）

　
　

六
月
・
斉
、
給
事
中
呉
興
の
丘
冠
先
を
遣
し
て
吐
谷
渾
に

　
　
　

使
せ
し
め
、
併
せ
て
柔
然
の
使
を
可
汗
庭
に
鐙
ら
し
む
。

　
　
　

可
汗
丘
冠
先
に
綾
敬
を
強
ふ
。
冠
先
、
拶
を
肯
ぜ
や
。
途

　
　
　

に
可
汗
の
焉
に
殺
さ
る
。
（
南
史
丘
冠
北
傅
。
涌
鮫
斉
紀
）
①

　
　

十
二
月
・
柔
然
、
魏
塞
を
犯
す
。
任
城
丿
澄
、
衆
を
峯
ゐ

　

て
之
を
拒
ぎ
沢
く
。

是
歳
・
可
汗
予
成
、
卒
す
。
子
豆
脊
嗣
立
し
伏
古
脂
可

　

汗
②
と
凱
し
、
改
元
し
て
太
平
と
な
す
。
戸
桁
、
。
性
佞

　

暴
好
殺
。
共
名
臣
候
替
西
’
石
洛
候
③
雁
、
忠
言
を
以
て

　

之
を
諌
め
、
且
つ
魏
と
通
和
し
、
中
国
を
侵
さ
ゞ
ら
ん

　

こ
と
を
勣
む
。
豆
脊
怒
ひ
、
石
洛
候
。
反
を
謀
る
と
脛

　

ひ
、
之
を
殺
し
其
三
族
を
夷
す
Ｊ
國
内
談
胤
、
部
落
離

　

散
す
。

是
歳
・
勿
吉
國
、
す
た
佃
者
侯
尼
支
を
逡
し
て
魏
に
朝
猷
す
（
勿

　

吉
傅
）
。

①

　

南
斉
害
河
剛
傅
に
は
、
丘
冠
先
永
明
三
年
吐
・
谷
諏
端
嬬
に
使

　

し
、
同
六
年
無
事
帰
叫
、
同
八
年
再
び
吐
谷
渾
に
使
し
、
こ
ゝ

　

に
於
て
は
じ
め
て
河
南
王
の
蛎
に
殺
害
硲
ら
れ
た
り
と
記
し
、

　

南
史
丘
冠
売
切
と
大
い
に
異
同
あ
り
。
姑
く
疑
を
存
す
。

＠

　

魏
言
、
恒
也
（
傅
）
。
白
鳥
博
十
・
（
上
掲
書
）
は
伏
占
を
蒙
古
語

　

Ｑ
　
　
m
o
ｕ
k
l
＾
ｅ
.
　
　
　
m
･
　
ｎ
ｋ
ｂ

Ｃ
長
生
の
義
）
の
古
代
皆
Ｊ
３
　
ｎ
ｋ
ｈ
"
)

　

ｂ
　
.
ｎ
ｇ
'
ｉ
を
寫
せ
る
ｔ
．
の
。
敦
は
同
じ
く
蒙
古
語
の
Ｅ
・
き

　

（
的
、
有
の
義
）
の
昔
を
寫
せ
る
も
の
と
し
、
伏
古
敦
は
印
ち

　

長
生
的
、
有
長
生
の
意
な
J
＝
＼
と
睨
け
り
。
藤
田
博
士
（
上
掲

　

書
）
は
、
之
を
ｂ
ｏ
ｇ

ｌ
ａ
（
聊
性
の
人
の
義
）
の
對
音
か
若
く
は

　

ｂ
ｅ
ｋ
ｉ
　
ｂ
ｅ
ｋ
ｉ
ｔ
ｕ
（
貞
固
、
強
健
、
永
績
の
義
）

　

對
晋
な
ち
ん
か

　

と
脆
け
E
＼
。

（
ぷ

　

通
志
、
西
i
i
を
堅
に
作
る
。
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太
和
十
年
（
豆
脊
、
太
平
二
年
・
四
八
六
）

　
　

正
月
・
菜
館
塞
を
犯
す
。

　
　

三
月
・
可
汗
豆
脊
、
使
者
牟
提
等
を
魏
に
遣
し
朝
貢
す
。

　
　
　

牟
提
、
小
心
恭
爾
、
甚
だ
使
人
の
諮
有
り
、
孝
文
帝
の

　
　
　

百
官
す
る
所
と
な
る
（
高
関
淳
）
。

　
　
　
　

勅
初
旅
①
、
柔
然
に
叛
す
。
豆
桁
自
ら
聘
と
し
て
之
を

　
　
　

討
ち
、
追
ふ
て
西
漠
に
至
る
。
伺
帝
、
投
化
の
者
よ
り

　
　
　

こ
の
・
事
を
問
知
し
、
虎
に
乗
じ
て
柔
然
を
討
つ
べ
き
や

　
　
　

否
や
を
議
せ
し
む
。
左
誤
射
穆
亮
等
は
乖
た
ん
こ
と
を

　
　
　

靖
ひ
、
中
書
監
高
間
は
之
を
否
と
す
。
帝
、
間
の
議
②
に

　
　
　

従
ひ
、
厚
弓
し
て
使
青
を
陥
す
（
高
閻
俸
、
誦
鑑
斉
紀
）
。

　
　

十
二
月
・
飛
然
、
塞
を
犯
す
。

　
　
　
　

勿
吉
國
、
魏
堰

　
　
　

覆
弧
、
莫
多
目
、
庫
婁
、
素
和
、
具
弗
伏
、
匹
黎
余
、
扱
大
何
、

　
　
　

郁
羽
陵
、
庫
伏
員
。
魯
婁
、
羽
飢
侯
ｏ
諸
國
も
亦
前
後
各
こ

　
　
　

使
朝
漱
す
（
勿
吉
祢
）
。

　
　

①

　

牧
勘
印
ち
高
車
が
君
長
阿
伏
至
羅
に
率
ら
れ
、
柔
然
よ
り
呻

　
　
　

叛
せ
る
は
、
翌
太
和
十
一
年
の
事
に
属
す
。
此
の
勅
勒
の
背
叛

　
　
　

を
松
田
壽
男
學
士
「
高
市
犯
立
年
代
考
」
（
回
駄
圈
一
の
Ｉ
）

　
　
　

は
阿
伏
至
羅
の
こ
と
ｉ
す
る
も
。
阿
伏
至
扁
と
は
別
の
部
落
の

　
　

｀
事
件
と
も
考
へ
ら
れ
、
限
定
し
難
い
。

　
　

②

　

閲
の
議
は
彼
が
倅
に
詳
記
せ
ら
れ
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
秦

　
　
　

漠
の
世
は
海
内
一
統
、
孜
に
遠
く
匈
奴
を
征
廿
‐
り
。
今
は
南
、

　
　
　

臭
寇
あ
り
。
河
ぞ
之
を
捨
て
ｉ
深
く
僊
燧
に
入
る
可
け
ん
や
、

　
　
　

と
、
云
ふ
に
在
り
。
帝
印
ち
、
兵
は
凶
器
也
、
聖
人
止
む
を
得

　
　
　

ず
し
て
之
を
用
ゆ
。
北
帝
屡
ｘ
出
で
、
征
伐
せ
し
は
未
賓
の
磨

　
　
　

あ
り
し
が
政
也
。
今
晩
、
太
平
の
業
を
承
く
。
如
河
ぞ
殺
無
く

　
　
　

兵
革
み
Ｉ
㈹
す
べ
け
ん
や
。
と
て
討
伐
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

太
和
十
一
年
（
豆
絡
、
六
千
三
年
・
四
八
七
）

　
　

八
月
・
柔
然
、
塞
を
犯
す
。
平
原
王
隠
淑
、
陸
五
千
を
率

　
　
　

ゐ
て
之
を
討
ち
、
追
ふ
て
石
債
に
至
り
、
其
帥
赤
阿
突

　
　
　

等
散
百
人
を
檎
へ
て
嶮
る
（
陸
叡
傅
、
天
象
志
三
）
。

　
　

是
歳
・
豆
音
頭
に
塞
を
犯
す
。
柔
玄
則
倍
李
兜
こ
れ
を
討

　
　
　

早
す
入
砺
康
生
傅
）
。

　
　
　
　

ま
た
柔
於

　
　
　

羅
い
北
ハ
の
従
弟
窮
奇
、
豆
音
の
魏
優
侵
犯
を
固
諌
し
て

　
　
　

容
れ
ら
れ
ず
。
阿
伏
至
羅
等
怒
っ
て
、
所
部
の
衆
十
訟

　
　
　

萬
落
を
半
ゐ
て
西
叛
す
。

　
　
　

（
す
な
は
ち
阿
伏
至
。
羅
は
車
師
前
部
（
ツ
ル
フ
ア
ン
地
方
）
の
西

　
　
　

北
に
至
っ
て
自
立
し
、
王
と
な
る
の
。
同
人
、
阿
伏
至
徊
を
訟

　
　
　

し
て
候
婁
句
勒
と
い
ひ
。
窮
奇
を
候
倍
と
践
す
ｙ
者
は
大
天

　
　
　

子
、
後
者
は
儲
王
の
義
な
り
、
二
人
和
穆
、
部
を
分
ち
、
阿
伏

　
　
　

至
羅
は
北
に
在
り
、
窮
奇
は
南
に
居
る
・
）
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豆
沓
、
之
を
討
ち
て
頻
り
に
敗
戦
、
逞
’
に
衆
を
４
　
ゐ

　
　
　
　

て
東
徒
す
（
高
車
傅
）
。

　
　

①

　

昭
昭
倅
は
主
に
作
り
高
車
倅
は
王
に
作
る
。
狗
、
前
者
が
こ

　
　
　

の
高
市
両
立
を
大
和
十
六
年
陽
早
王
呵
等
？

　
　
　

な
せ
る
の
誤
で
あ
る
こ
と
は
。
後
者
（
高
車
傅
）
の
記
載
よ
り

　
　
　

推
し
て
明
か
で
た
る
。

太
和
十
二
年
（
豆
畳
、
太
平
門
年
・
四
八
八
）

　
　

十
二
月
・
柔
然
の
伊
吾
戌
主
高
弟
子
、
衆
三
千
を
率
ゐ
城

　
　
　

を
以
て
魏
に
内
附
す
。

　
　

是
歳
、
勿
吉
國
、
魏
に
楷
矢
方
物
欠
頁
す
。

　
　

是
頃
、
や
寄
ｏ
盆
州
刺
史
劉
悛
、
使
者
江
景
玄
亀
丁
零
の
に
謐

　
　
　

し
、
斉
向
０
酸
得
を
宣
せ
し
む
。
道
、
郷
魯
を
紺
る
に
、
邦
善

　
　
　

既
に
丁
零
の
破
る
所
に
し
て
、
丁
零
、
天
子
を
緊
秘
す
。
丁
零

　
　
　

主
、
９
　
玄
を
努
掟
し
、
反
命
せ
し
む
。
（
肩
斉
書
似
）

　
　

の

　

こ
の
丁
零
が
。
高
車
阿
伏
至
羅
の
こ
と
を
指
せ
る
け
剔
な
か

　
　
　

る
べ
し
。

太
和
十
三
年
（
豆
桁
、
本
９
　
五
年
・
四
八
九
）

　
　

是
歳
、
粂
然
の
別
帥
叱
呂
勤
、
衆
を
率
ゐ
て
魏
に
内
附
す
。

太
和
十
四
年
（
豆
桁
、
太
平
六
年
・
四
九
〇
）

　
　

四
月
・
地
豆
干
頻
に
犯
塞
、
征
西
大
片
７
。
陽
単
王
煕
、
之
を
撃
走

　
　
　

す
。

　
　

五
月
・
庫
莫
契
亦
包
容
、
安
州
都
訂
偉
飽
兄
、
之
を
翠
走
す
ご

　
　
　

等
東
北
諸
族
の
涜
犯
は
、
前
年
豆
畳
の
東
徒
の
結
果
、
共
使
咳

　
　
　

を
受
く
る
に
至
っ
た
篤
な
ら
ん
と
考
へ
ら
れ
る
。
。

　
　

是
歳
、
高
車
王
阿
伏
至
羅
、
商
胡
①
を
魏
都
に
造
し
、
二

　
　
　

箭
を
奉
貢
し
、
天
子
の
焉
に
柔
然
を
討
た
ん
と
言
ふ
。

　
　
　
　

帝
未
だ
信
ぜ
ず
、
使
者
干
提
１
　
泣
し
往
き
て
虚
貸
を
槻
さ
し

　
　
　

む
。
阿
伏
至
吊
、
惣
奇
と
共
に
、
使
者
簿
岨
を
慧
し
、
干
提
に

　
　
　
　

「
隋
ひ
て
宋
朝
せ
し
め
、
其
方
物
を
貢
す
。
帝
、
員
外
詩
恥
常

　
　
　

侍
可
足
μ
几
Ｊ
に
詔
し
。
ま
た
干
提
」
と
共
に
高
車
『
に
荻
せ
し

　
　
　

め
、
阿
伏
至
翠
、
窮
冊
に
各
、
紬
袴
紹
一
具
傑
び
百
疋
を
賜
ふ
。

　
　
　

時
に
阿
伏
早
冊
騎
傲
、
提
長
生
に
弁
を
強
ひ
、
捉
呼
こ
を
拒
む

　
　
　

？
囚
蒜
す
。
（
提
等
後
三
年
に
し
て
逮
る
を
得
た
り
）
。
（
扁
車

　
　
　

袷
、
朱
長
生
傅
）

　
　

、

　
　

①

　

傅
に
は
拉
尚
胡
鍼
者
と
見
ゆ
。
高
車
酋
長
樹
者
ｏ
例
よ
り
推

　
　
　

し
跳
者
は
人
名
な
ら
ん
か
。

太
和
十
六
年
（
豆
斎
、
太
平
八
年
・
候
共
伏
代
旅
店
可
汗
那
蓋

　
　

大
安
元
年
・
川
九
二
）

　
　

八
月
・
陽
子
王
制
、
左
僕
射
陸
叡
並
び
に
部
督
と
な
り
、

　
　
　

鮮
律
桓
、
揚
昏
等
４
　
二
首
七
萬
騎
を
以
て
、
豆
脊
を
征

　
　
　

す
。
９
　
道
は
照
山
を
出
で
、
東
道
は
士
蘆
河
を
腐
り
’
、

　
　
　

西
道
は
侯
延
河
に
向
ふ
。
大
債
を
渦
ぎ
大
い
に
浜
北
に

　
　
　

美
感
を
破
り
、
大
獲
し
て
還
る
。
然
れ
ど
も
時
大
い
に

　
　
　

寒
卑
。
人
馬
の
死
す
る
も
の
衆
多
。
（
陽
吊
王
賤
、
陸
叡
、

　
　
　

揚
雄
偉
、
天
か
志
四
、
皿
ｉ
：
≪
H
-
Ｓ
＾
伴
Ｓ
　
"
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‘
是
歳
、
可
汗
豆
脊
。
叔
父
那
蓋
と
共
に
高
車
を
撃
ち
、
豆

　
　
　

帯
は
浚
稽
山
北
、
那
蓋
は
金
山
よ
り
出
で
、
二
道
よ
り

　
　
　

西
洵
す
。
豆
脊
頻
に
阿
伏
至
羅
の
破
る
所
と
な
り
、
那

　
　
　

蓋
は
累
に
戦
捷
す
。
國
人
み
な
那
蓋
を
以
て
天
の
助
く

　
　
　

る
所
と
な
し
、
之
を
推
し
て
主
と
な
さ
ん
と
欲
す
。
那

　
　
　

蓋
従
は
す
。
衆
乃
ち
に
豆
脊
母
子
を
殺
し
、
屍
を
以
て
那

　
　
　

蓋
に
示
す
。
那
蓋
乃
ち
襲
位
、
候
其
伏
代
庫
者
可
汗
②

　
　
　

と
胱
し
、
改
元
し
て
太
安
と
な
す
。

　
　

①

　

南
寄
書
の
記
載
、
平
原
王
陸
淑
を
単
元
王
智
鹿
潭
（
平
原
王

　
　
　

歩
六
孤
―
陸
氏
の
再
姓
歩
六
孤
）
、
龍
脳
将
軍
揚
昏
々
龍
製
将
軍

　
　
　

楊
延
（
橘
の
字
は
延
慶
）
と
誤
る
も
。
こ
の
記
載
が
此
の
十
六

　
　
　

年
の
柔
然
征
討
の
こ
と
に
係
る
こ
と
疑
な
し
。

　
　

⑧

　

魏
言
、
視
槃
也
（
傅
）
。
藤
田
博
士
（
上
掲
書
）
は
、
候
其

　
　
　

伏
代
を
以
て
蒙
古
語
ｋ
ｅ
ｓ
ａ
ｋ
.
　
　
b
i
／
ｄ
ａ
ｋ
　
i
（
幸
鵬
に
み
づ
か
る
。

　
　
　

共
に
幸
禰
を
享
く
る
義
）
に
富
て
、
者
を
以
て
g
3
C
i
（
何
、
行

　
　
　

篤
を
な
す
者
と
い
ふ
義
を
示
す
語
尾
）
に
常
て
た
り
。

太
和
十
七
年
（
那
蓋
、
太
安
二
年
・
四
九
三
）
｀

　
　

正
月
・
勿
吉
の
使
人
婆
非
等
五
百
飽
人
朝
貢
。

　
　

・
五
月
・
契
丹
。
庫
莫
契
、
遣
使
朝
貢
①
。

　
　

斉
永
明
中
、
柔
然
斉
武
帝
に
、
娶
師
、
錦
織
工
匠
、
指
南

　
　
　

車
、
漏
刻
等
の
も
の
を
求
め
、
帝
よ
り
婉
曲
謝
絶
せ
ら

　
　
　

る
（
南
寄
書
丙
丙
傅
）

　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

φ

　

こ
れ
皇
泉
北
諸
國
の
魏
へ
の
朝
貢
再
開
は
、
可
汗
那
蓋
の
西

　
　
　

征
に
よ
り
。
柔
然
の
東
北
諸
族
に
對
す
る
諸
迫
ど
ｎ
せ
ら
れ
、

　
　
　

是
等
諸
族
の
中
國
と
の
交
通
復
活
せ
し
も
の
と
解
さ
る
。

太
和
二
十
一
年
（
那
蓋
、
太
安
六
年
・
四
九
七
）

　
　

十
二
月
・
‐
高
昌
國
魏
に
１
　
使
朝
貢
す
。

太
和
二
十
二
年
（
那
蓋
、
太
安
七
年
・
四
九
八
）

　
　

八
月
・
孝
文
帝
。
高
車
の
兵
を
召
し
て
征
斉
ｏ
軍
に
従
は
し
め
ん

　
　
　

と
す
。
高
車
密
行
を
願
は
ず
、
遼
に
袁
柁
部
の
の
樹
者
を
推
し

　
　
　

て
主
と
し
、
相
率
ゐ
て
北
叛
す
。
金
陵
都
督
宇
文
祗
坦
討
し
、

　
　
　

大
敗
し
て
澄
る
。
帝
、
平
北
将
軍
江
陽
王
勁
に
詔
し
、
北
討
諸

　
　
　

軍
事
を
督
せ
し
め
、
悛
朔
供
以
東
悉
く
緞
の
節
度
を
受
け
し

　
　
　

む
。
織
、
上
表
し
優
慰
を
以
て
事
に
常
ら
ん
と
請
ひ
②
、
ま
づ

　
　
　

人
を
遣
し
て
樹
者
を
慰
論
す
。
帝
、
高
車
を
親
征
せ
ん
と
し
、

　
　
　

任
城
｀
王
澄
之
を
諌
止
す
。
會
タ
樹
者
昧
柔
然
中
に
入
り
居
た
る

　
　
　

も
價
の
慰
撫
に
接
し
、
悔
恨
渚
衆
、
魏
に
降
る
。

　
　
　

十
二
月
・
高
車
の
愛
棋
定
す
（
高
車
、
道
武
七
王
、
景
穆
十
二
王
、

　
　
　

宇
文
鯛
傅
）

　
　

是
歳
、
庫
莫
哭
安
州
に
入
寇
。
賛
燕
幽
三
州
の
兵
１
　
を
撃
走
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど

　
　
　

（
以
後
、
ま
た
款
附
交
易
を
乞
ふ
。
、
詔
し
て
限
節
交
市
を
は
る

　
　
　

ナ
）
（
庫
莫
尖
侍
）
。

　
　
　

①

　

魏
書
北
史
国
侍
共
、
袁
を
表
と
な
す
も
、
之
さ
き
に
魏
に
降

　
　
　
　

附
せ
る
烏
頻
裳
柁
諸
部
巾
の
袁
乾
な
る
と
と
疑
な
し
。
通
典
廼

　
　
　
　

鑑
共
に
袁
鴎
作
る
。

　
　
　

②

　

微
の
表
文
は
彼
が
傅
に
掲
げ
ら
る
。
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’
景
明
二
年
（
那
蓋
、
太
安
十
年
・
五
〇
一
）

　
　
　

七
月
・
柔
烈
犯
塞
。

　

景
明
四
年
（
那
蓋
、
太
安
十
二
年
・
五
〇
三
）

　
　
　

八
月
・
勿
吉
國
使
者
侠
力
敲
を
逡
じ
て
魏
に
渚
矢
を
貢
す
（
こ
れ

　
　
　
　

よ
り
正
光
迄
貢
使
相
徽
ぐ
）

　

正
始
元
年
（
那
蓋
‥
太
安
十
三
年
・
五
〇
四
）

　
　

’
九
月
・
柔
然
十
二
萬
騎
、
六
道
よ
り
並
び
進
み
、
直
ち
に

　
　
　
　

沃
野
、
懐
朔
に
い
た
り
、
南
恒
代
を
寇
せ
ん
と
す
と
の

　
　
　
　

報
あ
り
、
ぎ
、
左
僕
射
源
懐
に
詔
し
之
を
討
た
し
む
。
一

　
　
　
　

懐
、
雲
中
に
至
り
、
柔
然
亡
遁
。
懐
、
恒
代
に
至
り
、
築

　
　
　
　

城
置
戌
の
處
を
按
硯
し
、
一
五
十
八
條
を
上
表
す
①
。
帝

　
　
　
　

之
に
従
ひ
、
北
鏑
諸
戌
及
東
西
九
城
を
築
く
。
（
源
懐
傅
）

　
　
　

の

　

今
、
其
五
十
八
條
各
條
は
詳
な
ら
ざ
る
も
、
彼
が
漫
防
の
意

　
　
　
　

見
の
大
要
は
其
傅
に
見
ゆ
。

　

正
始
三
年
（
那
蓋
、
太
安
十
五
年
、
他
汗
可
汗
伏
圖
始
手
元

　
　

年
・
五
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　

那
蓋
死
し
、
子
伏
圖
①
嗣
立
し
て
他
汗
可
汗
と
＠
凱
し
、

　
　
　
　

始
十
と
改
元
す
。

　
　
　

十
凡
戊
申
④
他
汗
可
汗
伏
圖
、
使
八
紘
矣
勿
六
皺
を
遺
し

　
　
　
　

て
魏
に
朝
鰍
、
通
・
和
を
蹟
ふ
。
宣
武
帝
、
報
ぜ
す
④
。

　
　
　

是
頃
旬
高
車
王
阿
伏
至
羅
、
残
暴
、
大
い
に
衆
心
を
失
ふ
。
穴
共
に

　
　
　
　

■
＋
Ｊ
＊
)
殺
し
、
其
宗
人
試
利
延
を
立
て
■
Ａ
主
と
な
す
（
高
車
傅
）

　
　

Ｉ

①

　

白
鳥
博
士
（
上
掲
書
）
は
、
伏
圖
を
以
て
蒙
古
語
ｂ
ｏ
ｇ
ｄ
ｏ
（
嗇

　

の
義
）
の
昔
譚
な
ら
ん
と
推
察
す
。

②

　

魏
言
。
緒
也
（
傅
）
。
白
鳥
博
士
（
上
掲
書
）
は
巾
東
蒙
古
斯

　

に
於
て
絹
紐
を
ｕ
ｔ
ａ
ｓ
ｕ
ｎ
　
A
j
　
Ｃ
ひ
ツ
ン
グ
ー
ス
語
に
て
ｕ
ｔ
ａ
ｈ
ａ
ａ

　

と
云
ふ
が
、
他
汗
は
即
ち
こ
の
Ｓ
匹
～
の
頭
昔
ロ
の
省
略

　

せ
ら
れ
た
る
Ｉ
の
な
ら
ん
と
な
す
。
或
は
蒙
古
語
に
て
細
き
綱

　

紐
を
ｄ
ｅ
ｇ
ｅ
"
?
　
i
i
と
い
ひ
プ
ジ
ヤ
Ａ
ト
語
に
て
馬
の
手
綱
を
、

　

ｄ
ｆ
ｅ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
　
ｄ
Ｓ
ｈ
Ｓ
ｎ
と
い
へ
ば
、
他
汗
は
寧
ろ
こ
の
ｄ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ

　
０

　

對
吾
な
る
や
も
知
れ
ず
と
な
せ
り
。
藤
田
博
士
は
、
緒
の
義
を

　

鶴
志
承
業
の
意
に
と
り
、
蒙
古
語
に
て
逍
隨
す
る
、
縞
楕
す
る

　

の
義
あ
る
語
ｄ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｋ
ｈ
ｕ
官
に
つ
く
業
に
っ
く
な
る
語

　

ｄ
ａ
ｇ
'
.
ｉ
ａ
ｋ
ｈ
ｕ
　
　
Ｑ
語
幹
ａ
必
回
’
ａ
ａ
ｙ
Ｉ
に
｝
を
附
し
て
名
詞

　

に
せ
る
ｄ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｌ
｡
　
　
ｄ
ａ
ｇ
ｈ
-
i
l
　
ｒ
ｄ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ
ｉ
.
　
　
ｄ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
に
毘
）
を

　

以
て
他
汗
に
富
て
た
り
。

④

　

帝
紀
こ
の
條
を
九
月
に
聊
ぐ
も
、
此
乍
九
月
に
は
戊
曲
な
し
。

　

涌
鑑
十
月
に
繋
ぐ
Ｊ

④

　

魏
輿
傅
、
世
祀
と
せ
る
は
斡
宗
（
宣
武
帝
）
の
涙
な
る
こ
と
諭

　

を
侯
た
ず
。
北
ｋ
傅
其
他
皆
、
正
し
く
宣
武
と
す
。
此
時
、
帝

　

は
有
司
に
詔
し
、
勿
六
政
に
勅
め
し
め
て
「
嬬
嬬
遠
部
祀
脊
、

　

是
大
魏
板
臣
、
往
者
セ
ミ
暫
時
通
恍
、
今
嬬
嬬
衰
微
、
有
損

　

喘
日
、
大
魏
之
徳
、
方
隆
周
漢
、
跨
採
巾
原
、
指
清
八
表
、
正

　

以
江
南
未
平
、
賎
寛
北
掠
、
酒
仙
之
。
争
、
米
容
相
許
、
若
脩
藩

　

頑
、
欽
誠
昭
著
者
、
富
不
孤
ぼ
血
」
と
。
・
（
傅
）

-●29・ ・ ・ ｜
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⑤

　

μ
は
ご
年
月
や
明
記
せ
ざ
る
１
、
政
利
S
J
I
ｖ
=
ち
て
宸
餓
に
し

　
　
　

て
燦
恨
突
入
川
し
ヽ
た
め
に
閥
た
よ
Ｌ
役
Ｉ
さ
れ
し
記
事
よ
り

　
　
　

揃
し
、
是
Ｉ
正
９
　
三
年
頃
ｏ
、
吊
件
た
る
ｙ
知
る
。

不
治
ぶ
午
（
伏
回
、
始
十
二
年
こ
往
○
七
｀

　
　

正
月
・
勿
古
、
八
月
、
契
丹
、
庫
呉
呉
、
十
月
、
嘔
嗜
鈴
。
勺
。
に

　
　
　

邁
竹
邨
猷
。

　
　

十
二
月
・
柔
然
隷
下
の
高
享
煙
他
莫
員
、
半
邨
魏
に
投
降
。

永
平
元
年
（
伏
回
、
始
牛
三
年
、
豆
撒
伏
践
八
伐
可
汗
醜
八
、

　

建
昌
元
年
・
五
○
八
）

　
　
　

二
月
・
勿
吉
、
四
月
・
阿
伏
至
福
叫
（
高
車
）
①
、
六
月
・
肩
車
、

　
　
　

七
‥
ｊ
ヽ
川
國
及
契
丹
、
八
Ｈ
・
庫
莫
秀
子
込
似
、
４
　
に
朝
気
。

　
　
　

此
頃
、
昭
肝
ヽ
。
、
さ
き
に
捕
虜
と
Ｊ
し
高
車
の
王
工
蛸
俄
究
（
Ｉ

　
　
　

呼
元
段
せ
し
測
奇
の
子
）
を
ば
細
れ
て
、
高
車
王
に
な
さ
ん
と

　
　
　

し
↑
、
鵬
Ｉ
を
ボ
つ
。
高
車
の
衆
つ
ひ
に
高
車
王
以
利
延
を
殺

　
　
　

し
、
弧
俄
突
を
迎
へ
て
王
と
な
す
（
高
車
障
）
②
。

　
　

九
月
・
順
然
可
汗
伏
圖
、
又
勿
六
践
を
遺
し
て
魏
に
函
１
　

　
　
　
　

一
封
を
案
り
、
且
つ
聞
宍
を
副
歩
。
完
武
納
れ
す
、
之

　
　
　
　

に
喩
す
・
事
吋
回
と
同
じ
。

　
　
　

こ
の
頃
、
可
汗
伏
目
、
高
車
王
偏
俄
突
と
蒲
類
海
（
。
ハ
リ

　
　
　
　

ク
ル
ノ
ー
ル
）
北
に
戦
ひ
、
こ
れ
を
破
る
。
弼
俄
突
、

　
　
　
　

西
走
す
る
事
三
百
除
里
。
伏
圖
、
伊
吾
の
北
山
に
次

　
　
　
　

す
。

十
二
月
・
高
昌
王
麹
嘉
、
共
兄
の
子
孝
亮
を
遺
し
、
Ｕ
に

　

木
沓
し
て
に
‥
仕
を
蹟
ぴ
、
軍
を
登
し
て
迎
接
せ
ら
れ
ん

　

こ
と
か
八
乙
大
０
　
是
、
龍
脳
将
軍
孟
威
Ｉ
淑
し
、
涼
川

　

の
兵
三
千
人
を
半
ゐ
て
之
を
迎
へ
し
む
。
孟
威
、
９
　
吾

　

に
至
り
し
も
、
期
を
失
し
て
温
乙
、
。
（
高
昌
、
ご
械
傅
）

　
　

さ
き
に
伊
吾
ｏ
北
山
に
次
せ
し
栄
然
可
汗
伏
圖
、
孟

　

威
の
筑
・
を
見
て
怖
れ
兄
走
す
。
高
車
詣
俄
宍
、
其
離
駄

　

を
同
く
や
、
追
賠
大
い
に
之
を
破
り
、
順
類
４
　
（
バ
リ

　

タ
ル
ノ
ー
ル
）
の
北
に
於
て
伏
回
を
殺
し
、
共
髪
か
一
割

　

き
て
置
尺
に
鐙
る
。
叉
使
を
遣
し
て
魏
に
龍
馬
五
匹
、

　

金
銀
州
皮
優
諧
方
物
を
献
す
。
帝
東
扶
子
于
売
に
詔
し

　

て
之
に
報
い
、
誉
器
一
員
、
聚
工
八
十
人
、
赤
紬
‐

　

匹
、
雑
縁
六
十
匹
を
賜
よ
。
側
俄
突
は
訪
莫
何
去
９
　
屋

　

引
叱
賀
片
Ｉ
週
し
て
註
ハ
方
物
を
宣
す
。
（
高
車
憾
）

　
　

柔
外
可
汗
伏
圖
の
千
何
奴
⑧
伽
立
し
、
豆
羅
伏
政
豆
｀

　

伐
可
汗
④
と
就
し
、
建
昌
と
改
元
す
。

　
　

那
蓋
、
氏
日
困
可
汗
の
世
、
柔
然
に
服
詣
し
束
た
れ

　

る
高
昌
王
句
嘉
は
、
伏
圖
の
敗
死
を
見
、
畔
き
て
高
車

　

に
に
事
す
。

①
③

　

阿
伏
全
に
と
何
至
謡
と
同
一
な
る
こ
と
は
前
註
に
叙
べ
た

　

所
で
あ
t
Ｏ
-
。
鯛
俄
突
の
子
孫
な
々
辺
居
・
去
賓
等
が
自
咽
を
何
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至
羅
と
孵
し
た
こ
と
よ
り
推
し
て
。
此
の
阿
伏
至
羅
國
と
は
禰

　
　
　

俄
突
。
が
高
車
巾
に
戻
っ
て
緋
て
た
更
新
せ
Ｉ
高
車
國
を
、
特
に

　
　
　

跨
。
利
延
の
六
-
P
T
町
-
Ａ
｡
匝
別
し
て
表
現
す
る
た
め
に
用
ひ
た
名
将

　
　
　

で
あ
る
と
田
い
は
れ
る
ｏ

　

’
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
χ
。

　
　

③

　

涌
典
・
醜
を
配
に
作
る
。
白
島
博
十
は
、
醜
奴
ど
以
て
蒙
古

　
　
　

語
の
（
汁
ｏ
（
;
ｏ
:
ｉ
ｏ
（
狼
ｏ
義
）
の
對
昔
な
ら
ん
か
と
’
な
せ
り
。

　
　

の

　

魏
言
、
彰
制
也
（
傅
）
。
白
鳥
博
士
（
上
掲
害
）
は
蒙
古
語

　
　
　
　

の
釧
度
、
法
烈
々
る
語
ｔ
i
i
ｒ
i
i
を
以
て
こ
の
豆
羅
に
営
て
た
。

　
　
　
　

藤
田
博
士
は
更
に
ｒ
伏
を
以
て
名
詞
造
格
の
接
尾
語
ｂ
:
ｒ
　
ｇ

　
　
　
　

豆
は
福
大
す
る
照
ら
す
意
あ
る
ｂ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
ａ
伐
は
動
詞
を
名
詞

　
　
　
　

化
す
る
接
尾
読
Ｉ
一
に
富
て
、
豆
維
伏
政
豆
伐
を
以
て

　
　
　
　

ｔ
i
i
ｒ
ｕ
ｂ
ｊ
ｒ
　
ｂ
ａ
ｄ
ａ
　
＼
ｙ
ｊ
.
　
i
（
法
蛸
を
以
て
照
ら
す
こ
と
の
意
）
と

　
　
　
　

せ
り
。

永
子
二
年
（
醜
奴
、
鴇
昌
二
年
・
五
つ
九
）

　
　
　

正
月
・
昿
覗
、
高
昌
國
、
六
月
・
高
昌
國
、
七
月
・
契
丹
國
、
八

　
　
　

月
・
高
昌
、
勿
吉
、
庫
莫
尖
諸
國
、
魏
に
這
使
朝
貢
。

永
子
ヨ
年
（
醜
奴
、
建
昌
三
年
・
五
一
〇
）

　
　
　

こ
月
・
（
‰
平
元
年
以
来
、
高
昌
問
十
鈴
鹿
使
を
魏
に
泣
し
珠
像

　
　
　

白
黒
馴
裂
、
名
物
、
振
枕
等
を
献
じ
、
款
誠
備
至
す
る
も
帝
は

　
　
　

優
旨
ｉ
降
す
の
み
、
再
び
内
徒
を
迎
ヘ
ヂ
。
）
此
月
、
高
昌
國
王

　
　
　

Ｉ
麹
嘉
ま
た
逍
使
朝
貢
せ
る
を
以
て
孟
威
を
再
逍
し
、
詔
し
て
之

　
　
　

を
が
す
、
乙
高
昌
凹
）

　
　

閏
六
月
・
契
丹
國
遣
使
、
魏
に
朝
賀
。

　
　

八
月
・
勿
吉
國
魏
に
入
貢
・
。
高
車
別
帥
可
昇
汗
等
衆
一
千
七
百
を

　
　
　

率
ゐ
ｔ
魏
に
内
湯
。

　
　

十
月
・
高
車
、
庫
莫
尖
國
入
貢
。

永
平
四
年
（
醜
奴
い
建
昌
四
年
・
五
一
回

　
　

七
月
・
契
丹
。
八
月
・
勿
吉
、
魏
に
入
貢
。

　
　

九
月
柔
然
可
汗
醜
奴
、
沙
門
洪
宣
を
遣
し
て
魏
に
玖
恢
を

　
　
　

奉
廠
す
。
此
月
、
瞭
暖
も
亦
入
貢
。

延
昌
元
年
（
醜
奴
、
建
昌
五
年
・
五
こ
二
）

　
　

七
月
・
契
丹
。
八
月
・
勿
吉
、
十
月
‘
哩
噫
、
高
昌
、
庫
莫
認
諸

　
　
　

國
魏
に
入
貢
。

延
昌
二
年
（
醜
奴
、
建
昌
六
年
・
五
一
三
）

　

”

　

三
月
・
高
昌
、
八
月
・
１
逞
、
契
丹
。
庫
莫
尖
、
九
月
・
勿
碧
副

　
　
　

図
魏
に
入
貢
。

　

‘
’
一

延
昌
三
年
（
醜
奴
、
建
昌
七
年
・
五
一
四
）

　
　

九
月
・
契
丹
、
勿
吉
、
魏
に
入
貢
。

　
　

十
月
い
官
武
帝
喘
騎
将
軍
馬
義
舒
に
詔
し
、

‘
柔
然
に
使
し

　
　
　

て
醜
奴
を
慰
論
せ
し
め
ん
と
す
。
（
未
だ
登
せ
ざ
ろ
に

　
　
　

帝
崩
じ
〔
四
年
正
月
〕
事
遂
に
停
寝
す
）
此
月
、
庫
典
尖

　
　
　

國
入
貢
。

延
昌
四
年
（
醜
奴
、
建
昌
八
年
・
五
一
五
）

　
　

正
月
・
勿
吉
閥
、
釣
に
入
貢
。

　
　

二
月
・
柔
然
、
造
使
梁
に
馬
紹
裂
①
を
眼
す
。
（
梁
柳
紀
・

　
　
　

丙
簡
傅
、
帽
史
丙
丙
淳
）
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七
月
・
可
汗
醜
奴
、
使
者
侯
斤
尉
比
建
②
を
遣
し
て
魏
に

　
　
　

朝
鰍
す
。

　
　

九
月
・
高
昌
、
庫
莫
尖
、
契
丹
、
十
月
・
勿
吉
、
十
二
月
・
高

　
　
　

車
。
各
こ
剥
に
朝
頁
す
。

　
　

延
昌
中
・
Ｕ
Ｇ
吽
散
』
常
侍
高
徽
、
啄
嘘
四
域
吃

　
　
　

洛
民
（
フ
ェ
ル
ガ
ナ
）
烏
孫
之
に
囚
つ
て
勺
昌
を
し
ず
ら
高
倣

　
　
　

潭
）

　
　

①

　

梁
書
傅
は
烏
紹
裂
と
な
す
も
、
南
史
の
馬
紹
宍
を
正
し
と
す
。

　
　

②

　

涌
志
、
侯
を
侠
に
作
る
。

煕
平
元
年
（
醜
奴
、
建
昌
九
年
・
五
一
六
ｙ

　
　

可
汗
醜
奴
、
壮
健
に
し
て
、
よ
く
兵
を
用
ゆ
。
是
歳
、
西

　
　
　

高
巾
を
化
し
、
大
い
に
之
を
破
り
、
其
王
側
俄
突
を
檎

　
　
　

ふ
。
其
雨
脚
を
鷲
馬
上
に
繋
ぎ
て
之
を
曳
殺
し
、
兵
頭

　
　
　

を
・
ぷ
し
て
飲
器
と
す
。
叉
高
車
の
衆
を
井
せ
、
柔
然
再

　
　
　

び
蛭
盛
と
な
る
。
高
車
の
欧
衆
、
ぢ
幄
久
奔
入
す
。

　
　

於
是
、
柔
誤
始
め
て
城
郭
を
築
き
、
木
玉
城
と
名
づ
く
。

　
　
　

（
梁
Ｉ
傅
）

　
　

四
月
・
八
月
・
高
昌
國
泣
使
魏
に
入
貢
。
孝
明
帝
、
其
求
授
内
徒

　
　
　

を
容
さ
ず
。
優
詔
①
を
降
し
て
之
を
論
す
。
（
高
昌
傅
）

　
　

八
月
・
柔
然
、
梁
に
堂
使
朝
厭
。
只
ぶ
‥
紀
傅
）

　
　

①

　

詔
、
高
昌
倅
に
収
載
せ
ら
。
る
。

煕
子
二
年
（
醜
奴
、
建
昌
十
年
・
五
一
七
）

　
　
　

｀
‘

　
　

匝
月
・
勿
吉
、
四
月
・
暇
喘
、
八
月
・
契
丹
ご

　
　

十
二
月
・
可
汗
、
使
者
侯
①
斤
尉
比
建
・
総
湯
勿
六
政
輦

　
　
　

顧
渡
等
を
遣
し
、
魏
に
入
朝
す
。
敵
國
の
腔
を
用
０
　
、

　
　
　

臣
紋
を
修
め
ず
。
然
れ
ど
も
朝
議
は
漢
が
匈
奴
に
答
へ

　
　
　

し
故
事
に
依
り
、
之
に
報
す
る
こ
と
ｋ
す
②
（
張
倫
傅
）

　
　

①

　

侯
、
酒
六
優
に
作
る
。

　
　

②

　

此
時
、
大
司
農
ツ
卿
張
倫
は
上
表
し
て
之
に
ぷ
ず
べ
か
ら
ざ

　
　
　

ろ
准
を
而
ぜ
し
も
従
は
れ
ず
。
倫
が
議
は
彼
が
倅
に
枚
喊
Ｊ
．
ら

御
地
元
年
（
醜
奴
、
建
昌
十
一
年
・
五
一
八
）

　
　

二
月
・
孝
明
帝
、
順
陽
殴
に
臨
み
、
柔
然
り
使
者
噸
際
等

　
　
　

二
十
人
を
殿
下
に
引
見
。
中
書
舎
人
徐
屹
①
を
泣
し
、

　
　
　

詔
を
宣
し
て
譲
む
る
に
柔
然
の
藩
疆
不
備
の
意
を
以
て

　
　
　

す
。
こ
の
月
、
嘔
噛
勿
吉
亦
魏
に
朝
貢
。

　
　

五
月
・
高
車
、
高
昌
這
使
魏
に
朝
獣
す
。
（
さ
き
に
高
卓
王
禰
俄

　
　
　

ヅ
バ
飛
然
可
汗
醜
奴
に
雍
役
せ
ら
る
ふ
に
部
衆
け
廓
く
嘔
噛

　
　
　

に
入
れ
り
。
然
る
に
数
年
に
し
て
順
司
は
弧
俄
突
の
弟
伊
句
の

　
　
　

荒
國
を
屹
し
、
既
に
し
て
伊
匍
は
刈
を
復
せ
り
。
高
車
傅
は
共

　
　
　

年
べ
を
明
記
せ
ざ
る
も
前
沢
の
吊
情
よ
り
椎
し
、
此
五
月
入
貢

　
　
　

の
高
車
は
に
が
復
興
ぜ
る
高
バ
に
し
て
、
彼
の
高
軍
国
復
興
も

　
　
　

是
歳
頃
と
解
す
べ
き
な
ら
ん
）

　
　

八
月
・
勿
吉
凶
魏
に
入
貢
。

　
　

さ
、
高
昌
亨
た
帝
に
求
援
内
筒
を
訥
ひ
て
聴
さ
れ
ず
。

　
　

①

　

徐
乾
傅
を
検
す
る
に
屹
が
巾
書
舎
人
た
り
し
こ
と
を
記
す
る
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也
此
の
建
使
の
記
事
を
鋏
け
り
。

坤
軸
二
年
（
醜
奴
、
建
昌
十
二
年
・
。
五
一
九
）

　
　

四
月
・
瞭
暖
國
入
貢
。

　
　

十
一
月
・
柔
然
の
莫
縁
梁
賀
侯
豆
、
男
女
七
百
人
を
串
ゐ

　
　
　

て
来
降
す
。
（
天
象
志
）

　
　

鱒
礁
巾
。
・
似
平
西
将
軍
高
徽
ま
た
噸
喧
に
出
使
す
。
（
高
低
傅
）

正
光
元
年
（
醜
奴
述
昌
十
三
年
、
阿
那
ぼ
郎
位
几
年
轟
二
〇
）

　
　

可
汗
醜
奴
失
行
あ
り
①
且
つ
阿
至
１
　
（
即
ち
伊
句
治
下
の

　
　
　

高
事
）
の
侵
攻
を
受
け
、
之
を
撃
っ
て
敗
還
す
。
其
母

　
　
　

候
呂
陵
氏
大
臣
と
共
に
醜
奴
を
殺
し
、
醜
奴
の
弟
阿
那

　
　
　

捨
②
を
立
つ
。

　
　

阿
那
遥
立
ち
て
十
日
ヽ
其
族
兄
供
力
談
示
談
ｏ
衆
１
　
奏
馳

　
　
　

率
ゐ
て
阿
那
壇
を
攻
む
。
則
那
譲
戦
敗
れ
、
弟
乙
居
伐

　
　
　

を
ぴ
き
ゐ
、
帽
騎
汀
に
奔
る
。
示
談
、
醜
奴
阿
部
泡
の

　
　
　

母
候
呂
陵
氏
及
び
二
弟
茫
殺
す
。

　
　

九
月
・
１
　
明
帝
、
僥
侍
中
陸
希
道
を
使
主
と
し
、
瀧
散
騎

　
　
　

常
侍
孟
威
を
使
副
と
し
、
、
燈
し
て
阿
那
斌
を
近
畿
④
に

　
　
　

迎
努
せ
し
め
、
司
胞
公
京
兆
王
織
を
し
て
北
中
に
至
ら

　
　
　

し
め
、
侍
中
崔
光
・
黄
門
郎
元
簒
を
し
て
近
郊
に
於
て

　
　
　

八
阿
ぷ
攘
を
迎
接
し
、
門
閥
の
下
に
聯
引
し
、
肺
甚

　
　
　

だ
９
　
し
。
之
を
燕
武
、
館
心
宿
さ
し
め
、
宅
を
賜
徳
里
に

　
　

賜
ふ
、
・
中
書
舎
人
常
景
の
議
に
従
ぴ
し
な
り
。
（
孟
威

　
　

傅
、
洛
陽
伽
藍
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　

十
月
・
帝
絹
陽
殿
に
臨
み
、
攘
を
引
見
賜
宴
や
・
壇
兵
馬

　
　

を
借
り
て
北
に
敲
り
、
位
を
復
さ
ん
こ
と
を
躍
ふ
④
。

　

十
一
月
・
帝
、
常
景
の
晋
戌
卒
中
南
軍
于
来
朝
し
、
之
を

　
　

王
公
特
進
の
宇
に
ざ
き
し
例
に
よ
り
て
豆
を
蕩
王
‰
同

　
　

三
司
の
開
に
置
く
べ
し
と
の
議
に
従
ふ
、
詔
し
て
俎
を

　
　

朔
方
郡
開
固
公
嬬
嬬
王
④
食
邑
一
千
戸
に
封
じ
、
錫
ふ

　
　

に
衣
昆
を
以
て
し
、
加
ふ
る
に
紹
車
を
以
て
し
、
０
　
仙

　

、
儀
衛
は
之
を
戚
藩
に
同
じ
く
す
。

　

十
二
月
・
言
し
て
朝
臣
に
阿
那
斌
の
清
節
許
否
を
贈
せ
し

　
　

む
。
頗
る
異
同
あ
り
じ
媛
ご

　
　

に
鐙
り
、
途
に
跡
北
に
決
す
。
詔
し
て
淡
朔
部
将
を
し

　
　

て
鏡
騎
二
千
を
以
て
之
を
護
途
し
、
倚
書
よ
り
行
装
を

　
　

給
す
べ
吝
こ
ど
を
命
す
宦

　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

是
歳
～
果
然
梁
に
造
使
方
物
を
献
す
。
蓋
し
示
登
の
鎗
使

　
　

せ
る
も
の
な
る
べ
し
。

　

是
歳
・
魏
。
高
昌
に
使
者
を
廼
す
。

『
’
①

　

醜
奴
、
美
女
巫
地
萬
の
詐
術
に
迷
今
、
可
賀
敦
（
后
）
と
し
、

　
　

一
族
間
の
紛
争
を
惹
起
せ
し
事
、
嬬
殯
傅
に
見
ゆ
。

　

⑧

　

白
鳥
博
士
は
、
蒙
古
語
に
て
病
敏
創
侵
を
粧
原
す
ろ
を
～
？

　
　

４
ｆ
と
い
へ
れ
ば
、
こ
の
阿
那
嗜
は
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
-
i
治
療
者
０
義
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な
ら
ん
と
推
せ
り
。

　
　

④

　

通
典
、
候
偉
力
竟
に
作
り
、
別
所
に
は
略
し
て
力
竟
と
す
。

　
　

④

　

傅
は
近
畿
、
孟
威
傅
は
遠
畿
に
作
る
。
今
。
傅
に
従
ふ
。

　
　

④
④

　

明
帝
の
阿
那
壇
引
見
宴
賜
嘸
對
の
次
第
は
傅
に
、
又
嗅
の

　
　

ｙ
封
侯
の
詔
並
ぴ
に
帰
國
を
煩
す
の
詔
は
紀
に
収
載
せ
ら
る
。

　
　

⑦

　

傅
は
王
を
主
と
す
。
今
、
紀
及
遡
典
に
髭
ひ
て
王
に
作
る
。

正
光
二
年
（
阿
那
壊
、
二
年
、
禰
偶
可
祀
句
可
汗
婆
羅
門
元

　

年
。
・
五
二
こ

　
　

正
月
・
。
阿
部
濃
等
五
十
四
人
談
僻
。
帝
、
西
堂
に
臨
み
て

　
　
　

引
見
、
詔
し
て
粟
二
十
萬
石
其
他
①
を
賜
興
し
、
備
に

　
　
　

到
り
て
之
を
受
け
し
む
。
又
、
近
郡
の
兵
一
萬
五
千
を

　
　
　

登
し
、
渋
川
鋲
将
楊
鈎
之
を
率
ゐ
て
、
塗
を
國
に
辺
り

　
　
　

回
ら
し
む
る
こ
作
こ
を
命
す
。
（
張
普
恵
傅
）

　
　

時
に
柔
然
に
於
て
は
、
斌
の
南
奔
後
、
瓊
の
従
②
父
兄
侯

　
　
　

力
酸
婆
羅
門
、
衆
徴
萬
を
率
ゐ
て
示
説
を
討
ち
、
之
を

　
　
　

破
る
。
示
酸
逃
れ
て
地
豆
干
の
地
に
入
り
、
地
豆
干
Ｏ

　
　
　

殺
す
所
と
な
り
、
婆
揃
門
は
推
立
せ
ら
れ
て
可
汗
と
な

　
　
　

り
、
俑
偶
可
祗
句
可
汗
④
と
琥
す
。

　
　

楊
釣
こ
の
事
を
聞
知
し
、
奏
報
し
て
、
大
軍
を
以
て
す
る

　
　
　

に
非
ざ
れ
ば
魂
を
し
て
９
　
國
せ
し
め
難
き
を
言
ふ
。
倚

　
　
　

書
右
丞
張
晋
恵
亦
遮
を
し
て
齢
北
せ
し
む
る
は
困
難
に

　
　
　

し
て
而
も
無
益
な
る
こ
と
を
上
表
し
、
左
終
軍
尉
慶
賓

　

も
亦
上
表
固
諌
す
。
帝
驀
か
す
。
（
張
普
恵
、
尉
隨
貨
傅
）

二
月
・
帝
嘗
て
柔
然
に
出
使
せ
し
こ
と
あ
る
牒
云
具
仁
を

　

遣
し
て
婆
羅
門
に
、
阿
那
追
を
迎
へ
國
を
返
す
べ
き
こ

　

と
を
論
す
。
婆
羅
門
騏
慢
、
従
は
す
、
却
っ
て
具
仁
に

　

總
敬
を
強
要
す
。
具
仁
節
を
執
り
て
屈
せ
す
。
婆
羅

　

門
、
大
官
莫
何
去
扮
僕
力
④
丘
升
頭
六
人
を
遣
し
兵
二

　

千
を
将
ゐ
、
具
仁
に
隨
ぴ
て
阿
那
壊
を
迎
へ
し
む
。

五
月
・
具
仁
、
鋲
に
逗
り
て
其
情
形
を
報
す
。
阿
那
壇
庖

　

れ
て
敢
て
進
ま
す
。
表
し
て
洛
陽
に
還
ら
ん
事
を
請

　

ふ
。
會
。
婆
羅
門
、
高
車
王
伊
旬
の
た
め
に
攻
逐
せ
ら

　

る
Ｘ
所
と
な
り
、
十
部
落
を
率
ゐ
て
魏
に
降
る
。
帝
、

　

給
事
中
封
煕
、
藤
雲
倚
を
遣
し
、
涼
州
に
之
を
迎
へ
し

　

む
（
封
敏
文
傅
）
於
是
、
柔
然
の
衆
数
萬
、
相
率
ゐ
て
阿

　

那
達
を
迎
ふ
。

六
月
・
高
昌
、
勿
吉
各
ｔ
魏
に
入
貢
。

七
月
・
阿
那
達
啓
孵
し
て
、
精
兵
一
萬
を
給
付
せ
ら
れ
債

　

北
に
贈
り
て
荒
民
を
撫
定
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
詔
し
て

　

仰
書
門
下
に
拝
議
せ
し
む
。

八
月
・
帝
、
公
散
騎
常
侍
王
遵
業
を
這
し
、
阿
那
達
に
宜

　

旨
慰
陽
賜
聯
す
。
柔
然
後
主
倹
匿
代
、
懐
神
位
に
来
奔

　

す
。
（
天
象
志
四
）
④
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十
月
・
録
倚
書
事
高
陽
王
雍
等
、
涼
州
刺
史
袁
願
の
對
柔

　
　

正
が
三
午
・
（
阿
那
娘
ヽ
三
年
、
婆
羅
門
二
年
・
五
二
二
）

　

然
策
に
基
き
、
上
表
し
て
、
阿
男
浪
を
懐
朔
鎖
の
北
、

　

吐
若
炎
泉
に
置
き
、
婆
羅
門
を
敦
煌
の
北
、
西
海
郡
に

　

置
き
、
各
、
部
落
を
統
損
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
ふ
。
詔

　

し
て
之
に
従
ふ
④
。
｀

十
一
月
・
高
昌
國
魏
に
入
貢
。

十
二
月
・
安
西
将
軍
廷
尉
⑦
元
洪
超
に
詔
し
、
恂
書
行
壷

　

。
を
兼
ね
て
敦
煌
に
詣
９
て
、
婆
羅
門
を
安
置
せ
し
む
。

是
歳
・
高
車
入
貢
（
北
史
紀
）
。
朱
書
多
検
一
乗
、
幔
悔
鰍
秘
一

　

副
、
織
扇
各
一
枚
、
曲
蓋
五
枚
、
赤
Ｉ
扇
五
枚
、
鼓
角
十
枚
を

　

乞
ふ
。
詔
し
て
之
を
給
す
。
（
高
車
傅
）

①

　

賜
秀
の
品
数
、
傅
に
詳
記
せ
ら
る
。

②

　

北
史
傅
、
’
従
の
字
無
し
０
　
今
、
魏
彿
傅
通
典
に
依
る
。

③

　

魏
言
、
安
１
　
也
（
傅
）
。
藤
田
恍
-
A

　

i
'
ｇ
ｅ
ｉ
　
　
i
ｕ
.
-
i
k
如
何
な
る
危
瞼
に
も
徊
柿
せ
ざ
る
張
固
な
る
精

　

神
（
意
志
）
の
語
に
富
て
た
り
。

④

　

北
史
傅
、
侯
斤
に
作
る
。
従
ふ
べ
し
。

④

　

傅
、
侯
匿
伐
に
作
り
、
阿
那
壇
の
兄
と
な
す
。
通
志
は
之
を

　

婆
狽
門
と
な
す
も
誤
な
ら
ん
・
傅
叉
比
率
奔
を
九
月
と
な
め
・

　

今
、
紀
及
天
象
志
に
従
ひ
て
八
月
に
繋
ぐ
。

加
袁
皺
の
政
策
は
彼
が
傅
に
、
雍
等
の
奏
は
嬬
嬬
傅
に
収
載
せ

⑦

　

涌
典
廷
奮
卿
に
作
る
。

　
　

四
月
・
帝
、
使
者
谷
楷
を
遣
し
。
高
車
國
王
。
覆
羅
伊
匍
を
以
て
継

　
　
　

西
屑
軍
西
海
郡
開
國
公
高
車
王
と
な
す
①
。

　
　

十
二
月
・
阿
那
遣
、
上
表
し
て
粟
を
乞
ぴ
、
以
て
田
種
せ

　
　
　

ん
と
い
ふ
。
詔
し
て
萬
石
を
給
す
。

　
　

是
歳
・
婆
１
　
門
の
部
衆
磯
に
よ
っ
て
逡
邑
を
侵
掠
す
、
河

　
　
　

陰
令
費
穆
詔
を
受
け
て
之
を
宣
慰
。
皆
款
附
す
。

　
　

①

　

高
車
傅
、
こ
の
封
侯
を
、
彼
の
婆
羅
門
攻
破
以
前
に
繋
ぐ
る

　
　

。
は
膜
。
今
、
帝
紀
に
従
ふ
。

正
光
四
年
（
阿
那
遣
、
四
年
、
婆
羅
門
三
年
・
五
二
三
）

　
　

二
月
・
阿
那
追
の
衆
大
に
供
ゆ
ご
『
率
衆
入
塞
、
上
表

　
　

‐

　

し
て
賑
給
を
請
ふ
。
帝
、
伺
書
左
丞
元
孚
を
以
て
北
道

　
　
　

行
毫
倚
書
と
な
し
、
節
を
持
し
、
往
き
て
賑
愉
携
畷
ぜ

　
　
　

し
む
。
孚
、
行
に
臨
み
上
表
し
て
柔
然
を
し
て
閑
地
。
に

　
　
　

田
牧
せ
し
め
官
砿
を
置
舎
て
防
察
せ
ん
策
を
陳
す
。
。
容

　
　
　

れ
ら
れ
す
。

　
　

柔
然
の
後
主
侯
匿
代
京
師
に
来
朝
。
帝
西
堂
に
之
を
引
見

　
　
　

す
①
。

　
　

四
月
・
孚
、
白
虎
幡
を
持
し
て
阿
那
辿
を
桑
玄
、
懐
荒
二

　
　
　

鋼
の
間
に
螢
る
。
遣
衆
三
十
萬
と
挑
し
、
陰
に
置
ト
ｔ

　
　
　

抱
く
、
途
に
孚
を
拘
留
し
、
載
す
る
に
糧
車
を
以
て
し

　
　
　

１
々
酪
一
升
肉
一
段
を
給
し
、
確
敬
す
と
雖
、
兵
を
引
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い
て
宮
下
、
路
、
良
口
二
千
、
公
私
騨
馬
牛
羊
数
十
萬

　
　
　
　

閏
二
月
・
噸
雌
、
十
二
月
・
同
国
及
契
丹
、
地
豆
干
、
ホ
呉
呉
各

　
　
　

を
剽
拉
す
。
平
城
に
至
り
、
孚
を
放
還
す
。
（
元
孚
傅
）

　
　
　
　
　

入
貢
。

　
　
　
　
　

Ｓ

　
　

器
大
将
軍
向
書
令
李
崇
、
中
京
０
　
軍
浪
右
僕
射
元
纂
、

　
　
　
　

是
歳
・
婆
羅
門
、
洛
南
の
館
に
死
し
使
持
師
銅
西
０
　
軍
混

　
　
　

騎
十
萬
を
半
ゐ
て
摺
を
討
つ
。
琉
北
遁
。
崇
等
、
出
塞

　
　
　
　
　

言
言
に
詐
言
言
言
言

　
　
　

三
千
徐
里
、
渡
債
し
て
溥
海
に
至
れ
る
も
及
ば
す
し
て

　
　
　
　
　

之
に
躍
す
ｏ
柔
然
馬
邑
に
寇
す
。
（
太
武
五
王
列
修
二
几

　
　
　

還
る
。
（
李
崇
、
常
１
　
、
尉
慶
賓
、
爾
来
祭
傅
、
天
象
諮
）

　
　
　
　
　
　
　

深
傅
・
周
１
　
干
僅
傅
・
北
有
１
　
叱
列
平
芒

　
　

是
頃
・
婆
段
門
の
部
衆
ま
た
叛
し
て
池
川
に
入
寇
。
費
穆

　
　

孝
昌
元
年
（
阿
那
瑶
二
（
年
・
五
二
五
）

　
　
　

史
に
往
き
千
言
之
を
破
り
、
其
帥
郁
訳
烏
余
供
斤
十

　
　
　
　

春
・
阿
那
劫
魏
の
寫
に
衆
を
率
ゐ
、
沃
野
鋲
の
叛
民
迩
落

　
　
　

代
ふ
を
斬
り
、
生
日
祐
石
を
鉄
乙
こ
と
甚
だ
多
し
。
婆

　
　
　
　
　

汗
抜
陵
を
討
つ
。
帝
、
牒
云
具
仁
を
辺
し
、
雑
物
を
公

　
　
　

に
門
の
姉
妹
三
人
、
町
に
王
の
妻
た
る
を
以
て
、
婆
羅

　
　
　
　
　

し
て
阿
那
俎
忙
侈
賜
す
。
阿
那
瑶
詔
命
を
秤
受
し
、
衆

　
　
　

門
逞
・
に
謀
叛
し
て
’
　
Ｗ
随
に
投
ぜ
ん
と
す
ご
掲
て
州
軍

　
　
　
　
　

十
萬
を
率
‐
ゐ
、
武
川
鋼
よ
り
・
西
し
、
沃
野
鋲
に
向
ぴ
、

　
　
　

の
貨
に
討
枕
せ
ら
れ
、
洛
陽
に
逡
ら
る
。
（
謐
柳
帖
）

　
　
　
　
　
　

頻
に
戦
回
す
。

　
　

帝
、
李
崇
等
が
阿
那
嫂
を
討
ち
、
追
及
し
得
ず
し
て
齢
か

　
　
　
　

四
月
・
帝
反
粂
題
直
敷
騎
常
侍
中
中
書
舎
人
馮
島
を
潰
し

　
　
　

証
ド
ド
づ
バ
リ
バ
リ

　

①
二
半
□
囃
辻

　
　

九
‐
・
庫
莫
呉
國
入
貢
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
を
以
て
、
乃
ち
粕
連
頭
≒
豆
伐
可
汗
と
院
す
①
。

　
　

両
・

　

涌
志
僕
匿
代
を
貼
禎
肺
と
す
る
七
恐
ら
く
誤
な
ら
ん
。
両
者

　
　
　
　
　

十
月
・
阿
那
頴
、
便
者
郁
久
址
顛
娠
て
を
回
し
耶
貞
す
。

　
　
　

は
別
人
と
考
へ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魏
の
乎
四
翁
筑
高
倣
、
嘔
槌
に
ぷ
似
し
て
還
り
、
抱
Ｗ
ｒ
に
至
り

　
　

の

　

常
景
悩
に
は
宣
勅
勒
衆
と
見
ゆ
。
勅
物
の
衆
に
宣
旨
せ
る
も

　
　
　
　
　
　

て
河
州
の
事
を
行
す
。
（
高
け
傅
）

　
　
　

の
と
の
解
は
圖
後
の
事
情
よ
１
し
て
晏
常
に
非
ざ
る
が
如
し
。

　
　
　
　
　

①

　

魏
言
、
把
攬
也
（
傅
）
。
藤
田
博
士
（
上
掲
書
）
は
兵
を
以

正
光
五
年
（
阿
那
斌
、
五
年
、
婆
羅
門
四
年
・
五
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　

て
丘
の
属
と
し
’
　
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
i
d
ｕ
ｒ
　
k
i
i
ｔ
ｅ
ｌ
ｂ
ｕ
ｒ
i
　
Ｃ
天
に
よ
り
て
統
制
ず -36-
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る
こ
と
）
な
る
語
の
昔
課
と
推
論
せ
り
。

１
　
昌
二
年
（
阿
那
娘
、
。
七
年
・
五
二
六
）

　
　

三
月
・
西
部
勅
勒
餅
律
洛
陽
、
桑
乾
の
西
に
反
１
　
、
河
西
の
牧
子

　
　
　

と
通
連
す
、
魏
の
別
府
爾
朱
柴
之
を
撃
破
す
。

孝
昌
三
年
（
阿
那
辺
、
八
年
・
五
二
七
）

　
　

四
月
・
図
那
辺
使
者
輩
鳳
景
等
を
遣
し
て
朝
良
し
、
魏
の

　
　
　

埓
に
群
阻
を
討
た
ん
こ
と
を
請
応
。
帝
詔
し
て
、
炎
暑

　
　
　

の
故
を
以
て
後
較
を
供
て
と
。
い
ふ
。
そ
の
反
覆
を
畏
れ

　
　
　

て
の
故
な
り
。

　
　

六
月
・
九
月
・
阿
那
壊
ま
た
遣
使
朝
貞
す
　
０

武
泰
（
建
義
・
永
安
）
元
年
（
阿
那
壊
、
九
年
・
五
二
八
り

　
　

正
月
・
北
鋲
叛
民
杜
洛
周
、
定
州
を
陥
れ
、
刺
史
楊
津
を

　
　
　

執
ふ
。
こ
れ
よ
り
先
、
津
は
長
子
遁
を
柔
然
に
遣
し
援

　
　
　

を
請
ふ
。
遁
、
日
夜
阿
那
壊
に
泣
請
、
娘
よ
っ
て
従
組

　
　
　

吐
豆
酸
を
遣
し
精
騎
一
萬
を
率
ゐ
て
南
出
せ
し
め
、
前

　
　
　

鋒
読
に
廣
昌
に
塗
せ
し
も
、
賊
の
阪
口
を
防
塞
せ
る
を

　
　
　

見
て
、
柔
撚
疑
を
持
し
、
還
り
ハ
途
に
定
州
痛
る
・
（
楊

　
　
　

津
傅
）

　
　

是
月
・
柔
心
梁
に
遣
使
方
物
を
徽
す
。
（
梁
書
紀
）

　

’

　
　

二
月
・
大
都
督
爾
朱
条
上
表
し
、
阿
那
娘
に
乞
ふ
て
反
賊

　
　
　

葛
柴
の
背
面
を
衝
か
し
め
ん
事
を
建
策
す
。
（
爾
朱
柴
傅
）

　
　

四
月
・
孝
荘
帝
阿
那
遺
に
詔
し
、
賛
押
名
を
と

　
　
　

書
臣
と
孵
せ
ゴ
ら
し
む
④
。

　
　

六
月
・
高
昌
王
の
信
子
光
を
以
て
単
西
暦
軍
瓜
州
刺
史
と
な
し
、

　
　
　

襲
好
し
て
泰
臨
螺
開
國
伯
高
昌
王
と
す
。

　
　

①

　

詔
に
曰
く
夫
効
高
右
輿
１
　
、
徳
。
厚
唐
名
陛
、
嬬
嬬
主
阿
部
壊

　
　
　

叫
叫
北
海
、
妁
石
朔
辰
鐙
使
、
陰
山
息
警
、
剔
水
耕
塵
、
刊
跡

　
　
　

狼
山
、
銘
功
肋
海
、
至
誠
白
馬
、
勁
御
莫
酬
、
故
宜
以
嫁
疆
、

　
　
　

何
容
格
以
常
式
、
‘
自
今
以
後
、
讃
昇
不
言
名
、
上
質
不
稽
臣
。

永
号
年
（
阿
那
堵
、
十
年
・
五
二
九
）
ｊ

　
　

二
月
・
柔
代
梁
に
遣
座
方
物
を
到
す
。
・
（
梁
宍
紀
）

永
安
三
年
（
阿
那
珪
、
十
一
年
・
五
三
〇
）

　
　

六
月
・
暇
畦
國
、
魏
に
師
子
一
を
鰍
ず
。

　
　

こ
然
士
馬
強
盛
ご
祁
柏
．
ｈ
似
。
渋
使
朝
貢
す
る
に
復
だ
臣

　
　
　

と
稀
せ
す
。
汝
陽
王
逞
の
泰
州
刺
史
た
る
や
、
共
典
誠

　
　
　

町
人
淳
于
鳶
を
造
し
て
阿
部
壇
に
使
せ
し
む
。
壊
こ
れ

　
　
　

を
留
め
親
寵
事
に
任
す
。
璃
嘗
て
洛
陽
に
入
り
心
に
中

　
　
　

國
を
慕
ひ
官
琥
を
立
て
王
者
に
僣
擬
し
、
。
聡
に
侍
中
ヽ

　
　
　

資
門
の
隠
あ
り
①
。
章
を
以
て
秘
１
　
監
黄
門
郎
と
し
其

　
　
　

文
翰
を
掌
ら
し
む
。
草
、
漕
を
教
唆
し
韓
ｙ
不
遜
に
至

　
　
　

り
、
毎
に
國
書
を
鐙
る
に
隣
敵
抗
渡
を
以
て
す
②
。

　
　

ぶ

　

涌
典
、
黄
門
郎
に
作
る
。

　
　

③

　

此
條
傅
に
年
次
を
明
記
せ
ざ
る
･
｡
＊
＊
s
陽
王
退
の
傅
に
よ
る
ｎ

　
　
　

逞
の
泰
州
刻
史
た
り
し
は
、
荘
帝
泄
宮
よ
り
普
泰
元
年
迄
２
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゜
゜

　
　
　
　
　

な
る
を
以
て
、
今
是
歳
に
誉
ぐ
。

４

　
　

普
泰
元
年
（
阿
那
瑞
Ｉ
十
二
年
・
五
三
一
）

　
　
　
　
　
　

高
昌
王
麹
堅
逍
使
朝
貢
。
早
西
将
軍
瓜
州
刺
史
泰
臨
嘔
帽
に
除
す

　
　
　
　
　
　
　

私
署
の
王
誘
は
放
の
如
し
。
（
北
史
高
會
傅
）

　
　
　

太
昌
元
年
（
阿
那
瑞
、
十
三
年
・
五
三
二
）

　
　
　
　
　
　

四
月
・
孝
武
帝
即
位
、
柔
然
等
諸
苦
並
び
に
遣
使
朝
畝

　
　
　
　
　
　
　

す
。
帝
臨
軒
賜
宴
。
（
周
書
責
熾
倅
）

　
　
　
　
　
　

六
月
・
阿
罰
瑞
、
使
人
烏
句
蘭
樹
什
伐
①
等
を
遣
し
’
て
朝

　
　
　
　
　
　
　

貢
、
並
び
に
長
子
の
焉
に
公
主
を
恟
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

　
　
　
　
　
　

噸
咄
、
契
丹
、
庫
莫
尖
も
亦
号
、
漬
使
朝
・
頁
。

　
　
　
　
　
　

九
月
・
阿
那
瑞
、
高
昌
、
十
月
阿
那
瑞
浪
使
朝
良
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｊ
）

　

北
史
、
句
を
勾
、
什
を
升
に
作
る
。

　
　
　

永
郷
二
年
（
阿
那
壊
、
十
四
年
・
五
三
三
）

　
　
　
　
　
　

三
月
・
丞
相
高
絃
、
阿
至
扇
（
高
車
）
を
招
撫
し
、
降
る
も
の
十

　
　
　
　
　
　
　

萬
戸
（
正
光
以
末
背
叛
せ
ろ
高
車
、
茲
に
至
っ
て
復
だ
服
す
）

　
　
　
　
　
　
　

詔
し
て
袱
に
大
行
亮
を
授
け
、
隨
槻
裁
決
せ
し
む
。
歎
、
常
に

　
　
　
　
　
　
　

之
に
栗
帛
を
典
ふ
。
議
す
る
も
の
、
徒
費
無
盆
と
な
す
。
歎
従

　
　
　
　
　
　
　

け
ず
、
撫
慰
初
の
如
し
。
其
酋
帥
吐
陳
等
、
恩
に
感
じ
皆
指
迦

　
　
　
　
　
　
　

に
従
ふ
。
（
北
史
、
北
斉
書
紀
、
涌
践
）

　
　
　
　
　
　

四
月
・
武
帝
詔
し
て
阿
那
辻
の
躍
婚
を
ゆ
る
し
、
茫
陽
王

　
　
　
　
　
　
　

謁
の
長
女
邸
邪
公
主
を
以
て
之
に
許
す
。
（
未
だ
婚
す

　
　
　
　
　
　
　

る
に
至
ら
す
し
て
帝
関
西
に
出
で
事
停
む
）

　
　

是
頃
９
高
車
王
伊
旬
、
柔
然
と
戦
ひ
敗
れ
医
る
。
共
弟

　
　
　

絨
居
、
伊
匍
を
殺
し
て
自
立
す
。
（
高
市
傅
汁

　
　

①

　

年
次
不
詳
な
る
も
、
正
光
三
年
以
降
、
天
４
　
以
前
の
事
に
か

　
　
　

か
る
。
‘

天
平
二
年
・
大
統
元
年
（
阿
那
遥
、
十
六
年
・
五
三
五
）

　
　

春
、
契
丹
這
愉
泉
魏
に
朝
販
ナ
。

　
　

是
頃
・
柔
芦
原
、
西
麹
を
侵
す
。
西
魏
之
を
患
０
　
黄
門
侍

　
　
　

郎
庫
秋
峙
を
遣
し
往
き
て
和
親
を
結
ば
し
む
。
峙
状
貌

　
　
　

魁
梧
、
僻
令
に
善
し
。
珪
之
を
雅
重
し
、
是
よ
り
ま
た

　
　
　

西
戎
を
岨
廿
す
、
。
和
親
を
請
ふ
。
（
周
書
庫
秋
峙
傅
、
楊

　
　
　

萍
傅
、
通
髭
梁
紀
十
三
）
の
。

　
　

の

　

通
強
、
雍
加
常
山
王
妹
の
可
汗
降
嫁
を
是
歳
に
係
げ
し
は
誤
。

天
平
三
年
・
大
統
二
年
（
阿
那
瑶
、
十
七
年
・
五
三
六
）

　
　

正
月
・
西
伯
の
娠
川
刺
兜
曹
・
泥
、
原
川
刺
史
劉
じ
、
東
魏
に
降
附

　
　
　

西
魏
の
軍
之
を
圖
む
。
恵
哉
・
丞
川
高
次
、
呵
至
罹
（
高
京
）
に

　
　
　

命
じ
騎
三
萬
を
登
し
、
西
軍
の
背
を
町
か
し
む
。
西
軍
辿
き
、

　
　
　

歓
、
況
豊
を
迎
へ
還
る
。
（
北
斉
～
紀
、
通
続
考
異
）

　
　
　

二
月
・
高
飲
、
阿
至
羅
に
命
じ
て
西
魏
の
秦
州
刺
史
を
攻
め
し
む

　
　
　

（
北
斉
書
紀
）

　
　
　

十
二
月
・
勿
古
國
東
魏
に
朝
献
。

天
平
四
年
・
大
統
三
年
（
阿
那
遥
、
十
八
年
・
五
三
七
）

　
　

是
歳
、
柔
然
東
魏
に
遣
使
朝
献
。
’
又
、
西
魏
を
寇
し
、
河

　
　
　
　

南
に
渡
り
、
長
安
大
数
。
（
周
書
王
熊
傅
）
－
－
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西
魏
、
柔
然
と
婚
を
結
び
て
以
て
之
を
撫
せ
ん
と
欲
し
、

　
　
　

文
帝
乃
ち
孝
武
の
時
の
舎
人
元
寥
①
の
女
を
化
政
公
主

　
　
　

と
し
、
壇
の
兄
弟
塔
寒
に
妻
は
す
。
丞
相
字
文
泰
ま
た

　
　
　

帝
に
言
ぴ
て
皇
后
乙
弗
氏
を
慶
し
て
瑶
の
女
を
納
れ
ん

　
　
　

こ
と
を
請
ひ
、
楊
部
、
楊
寛
等
を
柔
然
に
遣
し
て
婚
を

　
　
　

結
ば
し
む
。
（
北
史
皇
后
列
傅
、
‐
周
書
楊
寛
、
楊
尊
傅
、
通

　
　
　

鑑
梁
紀
十
四
）
④
。

　
　

天
平
年
間
・
高
車
王
越
居
ま
た
柔
然
の
破
る
所
と
な
慌

　
　
　

先
王
伊
匍
の
子
比
適
。
越
居
を
殺
し
て
自
立
す
。
（
高
車

　
　
　

傅
）

　
　

①

　

通
志
、
翌
を
翌
に
作
る
。

　
　

②

　

涌
鑑
、
此
事
件
を
大
統
四
年
の
條
に
載
す
。
今
、
楊
寛
傅
に

　
　
　

従
ひ
て
大
統
三
年
に
繋
ぐ
。

元
象
元
年
・
大
統
四
年
（
阿
那
功
、
十
九
年
″
五
三
八
）

　
　

二
月
・
西
魏
文
帝
、
皇
后
乙
弗
氏
を
尼
と
し
、
遺
と
相
識

　
　
　

の
扶
風
王
孚
を
可
汗
庭
に
遣
し
て
瑶
の
女
（
悼
后
）
を

　
　
　

迎
ふ
。
且
つ
厚
く
金
帛
を
噌
る
。
阿
那
壊
、
孚
を
観
て

　
　
　

大
い
に
喜
び
、
於
是
、
東
魏
と
絶
ち
其
使
１
　
元
整
を
抑

　
　
　

留
す
。
（
北
史
皇
后
、
太
武
五
王
傅
）

　
　

三
月
・
柔
然
、
女
を
西
魏
に
途
る
。
‐
文
帝
立
て
ふ
皇
后
と

　
　
　

な
す
＆
０
-
柔
然
、
梁
に
遣
使
方
物
を
鰍
す
。
（
梁
書
紀
）

　
　

五
月
・
柔
然
束
魏
を
侵
し
、
幽
州
芭
陽
を
掠
め
、
南
易
水

　
　
　

に
僅
る
。

　
　

九
月
・
叉
肆
州
秀
容
を
掠
が
ヽ
三
堆
に
至
り
ヽ
又
東
魏
の

　
　
　

使
者
元
整
を
殺
ず
・
東
魏
ｍ
つ
て
柔
然
ひ
使
者
温
豆
抜

　
　
　

等
を
囚
ふ
。

　
　

①

　

皇
后
列
傅
に
は
四
年
正
月
至
京
師
Ｂ
皇
后
と
あ
る
も
、
今
本

　
　
　

紀
に
従
ふ
。

興
和
元
年
・
大
統
五
年
（
阿
那
遮
、
二
十
年
・
五
三
九
）

　
　

是
歳
・
庫
莫
哭
、
‘
西
魏
に
遣
使
方
物
を
献
ず
。
（
周
香
異
域
傅
）

　
　

是
頃
・
（
興
租
初
）
東
魏
丞
相
高
歎
、
柔
然
０
逡
毀
に
困
み
渉
大

　
　
　

汗
薩
を
逍
し
撫
納
に
つ
と
む
。
又
餅
律
莞
単
を
阿
至
福
に
使
せ

　
　
　

し
め
、
揚
威
せ
し
む
。
（
北
斉
書
鮮
律
禿
學
傅
・
歩
大
汗
傅
）

興
和
二
年
・
大
統
六
年
（
阿
那
璃
、
二
十
一
年
・
五
四
〇
）
。

　
　

春
、
追
他
人
龍
無
駒
等
を
遣
し
て
東
魏
に
朝
貢
す
（
是
よ

　
　
　

り
先
高
歓
、
璃
を
撫
せ
ん
と
し
使
人
龍
無
駒
を
北
逡
せ

　
　
　

し
め
、
温
豆
抜
等
の
音
問
を
通
ぜ
し
む
。
瓊
、
既
に
元

　
　
　

整
を
殺
せ
し
膏
以
て
温
豆
抜
等
亦
存
せ
す
と
思
へ
る
に

　
　
　

無
駒
を
見
、
微
く
感
愧
し
此
貢
と
な
り
し
た
り
）
。
‘

　
　

柔
然
大
軍
を
興
し
て
渡
河
南
使
、
前
駆
西
魏
の
夏
州
に
至

　
　
　

る
。
時
人
、
帝
が
乙
弗
賤
后
を
復
さ
ん
と
の
意
あ
る
を

　
　
　

可
汗
憤
て
の
故
な
り
と
な
す
。
丞
相
宇
文
泰
、
諸
軍
を

　
　
　

召
し
沙
苑
に
屯
す
。
慶
后
自
殺
、
柔
然
引
退
④
。
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夏
、
西
魏
郁
久
問
后
（
瑞
の
女
）
産
後
、
飢
す
。
年
十
六
。

六
月
・
柔
然
東
魏
に
筑
使
朝
獣
。
勿
古
も
ま
た
使
人
石
久
”
r
＾

　

を
遣
し
て
入
貢
。
（
勿
穴
傅
）

東
魏
丞
相
高
齢
、
相
府
功
回
Ｉ
・
軍
張
徴
纂
を
柔
然
に
遣
レ

　

郁
久
閥
后
の
死
は
宇
七
か
ら
書
せ
る
も
の
な
り
と
良
き

　

東
魏
と
通
婚
せ
ん
こ
と
を
∩
め
し
む
⑦
。
於
是
、
瑠
、

　

東
魏
と
通
和
、
凡
作
利
莫
縁
訴
人
り
尋
を
遣
し
て
泉
魏

　

に
朝
責
、
孔
７
　
で
示
威
の
焉
に
婚
ヤ
み
ふ
。
０
　
帝
ブ
ヤ

　

散
騎
常
侍
大
府
肋
羅
念
、
兼
仰
直
散
対
常
侍
巾
言
白
人

　

穆
景
相
首
を
遣
し
て
は
に
に
せ
し
む
。
（
北
貨
・
・
．
Ｊ
彊
八
八
）

八
月
・
阿
部
≒
莫
何
去
折
豆
潭
‐
升
等
を
泄
し
て
東
包

　

に
朝
貢
、
史
だ
婚
を
求
む
。
詔
し
て
常
山
王
に
の
妹
Ｉ

　

安
公
圭
を
以
て
之
に
許
し
、
改
封
し
て
萌
い
に
郡
長
今
王

　

と
な
す
。

士
万
・
和
蔽
宍
六
～
ト
ー
升
を
迫
し
て
爪
説
に
０
　
宣
岫

　

ふ
。

　
　

高
車
阿
玉
川
の
同
部
、
疸
惚
に
降
を
訪
ふ
。
高
嘸
、
崇
を
旧

　

ゐ
て
之
を
迎
へ
武
州
塵
ご
出
で
し
も
見
え
ず
。
大
猟
し
て
逗

是
頃
・
西
魏
文
帝
は
良
計
趙
菩
を
這
し
て
柔
然
に
、
さ
き

　
　

に
郁
久
閥
后
（
悼
后
）
崩
ぜ
し
を
以
て
、
更
め
て
婚
七

　
　

結
ば
ん
こ
と
を
詰
は
し
む
。
善
、
夏
州
に
至
り
柔
然
が

　
　
　

衆
魏
と
通
和
せ
る
を
聞
き
、
曜
れ
還
回
す
。
文
帝
乃
も

　
　
　

楊
濯
を
し
て
、
往
き
て
黄
金
十
斤
雑
採
三
百
疋
を
賜
長

　
　
　

せ
し
む
。
非
、
柔
然
に
至
り
、
其
の
背
猷
八
百
を
責
め

　
　
　

昨
せ
て
結
婚
の
意
を
綸
Ｉ
可
汗
感
替
、
乃
ち
毀
使
、

　
　
　

罫
に
誼
ふ
て
報
命
す
。
（
周
ｙ
泣
蔀
傅
）

　
　

｀

　
　
　

゛

　
　

①

　

北
寄
書
帝
紀
は
ウ
ー
。
を
り
ぶ
ぶ
と
な
す
も
、
皇
后
厚
に
よ
れ
ば

　
　
　

春
よ
り
夏
に
か
け
て
の
づ
ぽ
と
解
さ
れ
る
。
叉
、
此
役
、
リ
４

　
　
　

聾
に
は
、
貰
自
ら
り
后
ｏ
寂
だ
存
す
る
を
不
い
な
り
と
喀
盲
で
・

　
　
　

る
如
く
記
す
ろ
も
、
ｂ
:
'
i
i
-
傅
に
は
富
叶
忙
上
に
、
専
ら
帝
が
乙

　
　
　

弗
后
に
ｎ
八
愛
を
撃
ぐ
る
（
推
賞
乱
か
に
帝
は
后
に
蓄
引
せ
し

　
　
　

め
た
）
を
椋
后
か
観
っ
た
。
し
に
９
　
れ
る
も
の
と
ぺ
汗
や
ら
れ
た

　
　
　

と
あ
っ
て
泡
に
自
ら
珍
か
明
白
に
其
竹
辿
を
斜
言
し
た
か
否
か

　
　
　

は
疑
は
し
い
。

　
　

固

　

張
面
恪
の
坦
坦
胴
衣
は
北
比
轜
州
傅
を
參
叩
了
べ
し
。
゛

興
和
三
年
・
大
前
七
年
（
阿
部
斌
、
二
十
一
Ｗ
ｒ
'
五
四
一
）

　
　
　

二
月
こ
筒
車
阿
至
描
出
吐
扱
那
み
大
、
市
部
東
城
に
昨
附
。

　
　
　

四
月
・
阿
至
陥
函
主
比
流
出
玉
代
に
撃
破
せ
ら
れ
、
そ
の
‐
白
ぶ

　
　
　

北
王
越
去
の
子
宍
賓
、
京
独
に
来
降
、
高
尽
か
し
て
去
賓
を
安

　
　
　

北
腿
軍
け
川
刺
少
高
畢
生
と
な
し
、
夷
埓
ら
・
う
慰
せ
し
め
’
、
刄

　
　
　

穆
子
琳
を
共
の
長
に
と
し
て
監
祀
心
し
む
。
舵
に
し
て
去
賓
、

　
　
　

耶
に
於
て
死
す
。
（
穆
子
琳
傅
、
北
史
高
車
傅
逼
典
逡
防
北
弧
）

　
　

阿
那
瑶
、
吐
豆
登
郁
久
司
ざ
渾
埃
利
莫
何
折
豆
渾
侯
煩
等

　
　
　
　

を
衆
魏
に
坦
し
馬
千
匹
を
奉
じ
て
聘
胞
と
な
し
公
主
を
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迎
λ
・
詔
し
て
農
宗
正
卿
元
壽
、
兼
太
常
卿
孟
詔
等
を

　
　
　

し
て
公
主
を
鐙
ら
し
む
。
高
歓
自
ら
其
資
用
器
物
を
調

　
　
　

へ
極
め
て
豊
渥
。
堰
、
吐
豆
登
郁
久
閻
匿
伏
倹
利
阿
夷

　
　
　

普
掘
蒲
提
案
之
伏
等
を
遣
し
、
新
城
の
南
に
公
主
を
迎

　
　
　

・
へ
し
む
。

　
　

五
月
・
高
歓
北
境
を
巡
り
柔
然
に
通
使
。

　
　

六
月
・
高
獣
、
公
主
の
遠
嫁
を
國
家
の
大
事
な
り
と
重
罰

　
　
　

し
、
親
ら
公
主
を
棲
煩
の
北
に
途
り
、
柔
然
の
使
人
等
を

　
　
　

接
房
厚
賜
す
。
時
に
魏
収
、
出
塞
及
公
主
遠
嫁
の
二
詩

　
　
　

を
賦
し
、
大
い
に
時
人
の
傅
詠
す
る
所
た
少
。
（
ｍ
廬
傅
）

　
　
　

阿
那
瑶
木
喜
、
是
よ
り
東
魏
に
朝
貢
し
、
相
つ
ぐ
。

　
　

九
月
・
柔
然
、
梁
に
遣
使
、
馬
一
匹
金
一
斤
を
劃
す
。

　
　
　

（
南
史
荷
荷
傅
）

　
　

是
歳
・
勿
吉
東
魏
に
入
貢
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

①

　

穆
子
琳
傅
に
越
去
と
す
る
は
誤
（
越
去
は
天
平
中
に
死
す
）

興
和
四
年
・
大
統
八
年
（
阿
那
個
二
十
三
年
・
五
四
二
）

　
　

阿
那
瑶
そ
の
孫
女
の
を
隣
和
公
主
と
し
、
高
歌
の
第
九
子

　
　

。
長
廣
公
湛
に
妻
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
静
帝
詔
し
て
之
を

　
　
　

許
す
・
壇
其
の
吐
豆
登
郁
久
間
讐
掘
供
利
莫
何
游
大
力

　
　
　

を
遣
し
、
公
主
を
晋
陽
に
途
ら
し
む
。

　
　

①

　

北
斉
武
成
紀
に
捺
れ
ば
、
素
子
奄
羅
辰
の
女
に
し
て
成
婚
は

　
　
　

大
統
十
年
・
な
り
し
如
し
。

武
定
元
年
・
大
統
九
年
（
阿
那
瑠
、
二
十
四
年
・
五
四
三
ｙ

　

・
>
'
是
歳
・
柔
然
東
魏
忙
遣
使
朝
敵
。

武
定
二
年
・
大
統
ナ
年
（
阿
部
塙
、
二
十
五
年
・
五
四
四
）

　
　

正
月
・
地
豆
干
、
四
月
・
室
章
使
者
張
焉
豆
代
等
斑
魏
に
入
貢
。

　
　

１
　
歳
・
柔
然
、
勿
吉
、
慨
偏
に
低
使
朝
獄
。

武
定
三
年
・
大
統
十
一
年
八
阿
那
瑶
、
二
十
六
年
・
五
四
五
）

　
　

正
月
・
西
魏
丞
相
宇
文
泰
、
酒
泉
の
胡
安
…
…
…
‥
心
Ｊ
‘
一
回
を
泣
し
始
め
て
突

　
　
　

阪
に
通
使
す
。
突
恢
上
下
大
い
に
喜
ぶ
。
（
北
咆
等
突
朕
傅
）

　
　

六
月
・
京
魏
水
相
高
歓
、
柔
然
が
西
魏
と
建
兵
来
攻
す
る

　
　
　

を
旭
ゐ
、
行
毫
郎
中
杜
弼
を
し
て
柔
熟
に
使
せ
し
め
、

　
　
　

世
子
澄
の
協
に
婚
を
求
む
。
阿
那
瑶
曰
く
、
高
才
目
ら

　
　
　

娶
ら
ば
即
ち
可
な
り
と
。
歓
、
狐
迦
決
せ
す
。
澄
、
１
　

　
　
　

妃
、
尉
景
と
共
に
勧
請
、
乃
ち
之
に
従
ぴ
、
鋲
南
鮮
軍

　
　
　

慕
容
廠
を
遣
し
往
き
て
聘
す
。
貿
し
て
嬬
削
公
主
と
い

　
　
　

ふ
。
壇
、
其
弟
禿
突
佳
を
し
て
公
主
を
逡
ら
し
む
の
。

　
　
　

八
月
・
高
原
柚
こ
い
蜻
９
　
公
主
を
下
館
に
迎
ふ
゜
公
士
盲

　
　
　
　

妃
婁
氏
自
ら
正
室
を
避
け
て
之
を
置
く
。
（
公
主
性
敲
毅

　
　
　
　

一
生
華
言
を
肯
ぜ
す
）
。
（
北
史
昭
司
公
主
‐
像
、
涌
鑑
）
（
こ

　
　
　
　

れ
よ
り
東
魏
の
過
塞
無
事
、
武
定
宋
ま
で
窺
使
相
尋
ぐ
）

　
　
　

十
月
・
高
歓
、
柔
然
防
禦
の
焉
、
幽
安
定
三
州
に
城
戌
を

　
　
　
　

脩
立
、
躬
ら
臨
地
督
責
、
巌
固
な
ら
ざ
る
な
し
。
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①

　

北
史
朗
嬬
傅
は
比
結
婚
を
武
定
四
年
と
し
、
且
つ
阿
那
瑞
の

　
　
　

登
意
の
如
く
記
し
、
且
つ
其
女
を
腎
陽
に
鐙
れ
る
は
、
吐
豆
登

　
　
　

郁
久
関
汗
抜
姻
姫
等
と
な
す
も
、
今
、
皇
后
列
傅
、
通
鑑
等
に

　
　
　

採
る
。

武
定
四
年
・
大
統
十
二
年
（
阿
那
壇
、
二
十
七
年
・
五
四
六
）

　
　

是
歳
・
柔
然
、
西
魏
原
州
州
城
に
逼
り
居
民
を
剽
掠
す
。

　
　
　

刺
良
李
賢
、
騎
士
を
率
ゐ
て
之
を
撃
ち
、
二
百
節
級
を

　
　
　

斬
り
百
節
人
を
虜
し
、
駝
馬
牛
羊
二
萬
頭
を
獲
。
（
周
書

　
　
　

李
賢
傅
）

　
　

是
歳
・
柔
然
及
び
室
章
、
勿
吉
、
地
豆
干
並
に
に
乗
魏
に
遣

　
　
　
　

使
朝
献
。

　
　
　

是
歳
・
突
阪
酋
長
土
門
、
西
魏
に
逍
使
、
方
物
を
献
ず
。
（
北
史

　
　
　

突
晰
傅
）

武
定
五
年
・
大
統
十
三
年
（
阿
那
壌
、
二
十
八
年
・
五
四
七
）

　
　

正
月
・
柔
然
西
魏
の
高
平
に
寇
し
、
方
城
に
至
る
。
（
周
書

　
　
　

紀
）

　
　

是
歳
・
勿
吉
國
東
魏
に
遣
使
朝
献
。
西
魏
、
高
昌
國
世
子
玄
嘉
を

　
　
　

王
と
な
す
。
（
北
史
高
昌
傅
）

武
定
六
年
・
大
統
十
四
年
（
阿
那
壌
、
二
十
九
年
・
五
四
八
）

　
　

１
　
識
・
柔
然
、
室
宗
、
遣
使
乗
魏
に
朝
猷
。

武
定
七
年
・
大
統
十
五
年
（
阿
那
壇
、
三
十
年
・
五
四
九
）

　
　

是
歳
・
柔
然
、
地
豆
干
、
室
章
、
遣
使
東
魏
に
朝
雄
す
。

武
定
八
年
・
（
斉
天
保
元
年
）
・
大
統
十
六
年
（
阿
那
壊
、
三
十

　
　

一
年
・
五
五
〇
）

　
　

正
月
・
地
豆
干
、
契
丹
、
東
魏
に
朝
献
。

　
　

四
月
・
柔
然
、
使
を
遣
し
販
魏
に
朝
献
す
。
｀

　
　

七
月
・
西
魏
、
斉
を
討
つ
。
柔
然
の
虚
に
乗
ぜ
ん
を
畏
れ

　
　
　

楊
莽
を
遣
し
和
好
を
堅
む
。
（
周
書
楊
尊
傅
）

　
　

十
月
・
柔
然
、
使
を
造
し
斉
に
朝
猷
す
。

　
　

十
二
月
・
柔
然
、
庫
莫
呉
斉
に
朝
献
。

天
保
二
年
・
大
統
十
七
年
（
阿
那
壇
、
三
十
二
年
・
五
五
一
）

　
　

二
月
・
七
月
・
柔
然
、
酉
に
遺
使
朝
獣
。

　
　

四
月
・
室
章
閥
有
に
疸
使
朝
献
。

　
　

是
頃
・
鍼
勒
、
柔
然
を
伐
た
ん
と
す
。
突
頴
酋
長
土
門
所

　
　

－
部
を
率
ゐ
て
遊
撃
し
之
を
破
り
、
言
く
鍛
勣
五
萬
詮

　
　
　

落
の
を
降
す
。
逞
に
強
盛
を
特
み
、
婚
を
大
穴
に
求
む
。

　
　
　

阿
那
峡
大
悪
使
者
を
造
し
、
警
辱
し
セ
曰
く
、
爾
は
是

　
　
　

れ
我
鍛
奴
、
何
ぞ
敢
て
是
言
を
雍
す
る
や
、
と
。
土
門

　
　
　

亦
怒
り
其
使
者
を
殺
し
、
逞
に
柔
然
と
絶
ち
、
而
し
て

　
　
　

婚
を
西
魏
に
水
む
。
西
魏
丞
相
学
文
泰
、
之
を
許
す
。

　
　

六
月
・
西
魏
、
長
鵬
公
主
を
土
門
に
妻
す
（
北
史
周
隋
書
良
傾
傅
）

　
　

①

　

北
史
突
灰
傅
の
傅
首
別
條
及
陥
書
に
は
五
萬
鰍
家
と
２
す
。
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天
保
三
年
・
炎
帝
元
年
ハ
阿
那
壇
、
三
十
三
年
、
鍼
伐
部
位
元

　

年
・
五
五
二
）

　
　

正
月
’
有
帝
、
庫
莫
男
を
代
郡
に
親
討
、
大
に
之
を
砂
り
。
雛
畜

　
　
　

十
萬
翰
を
獲
、
箭
士
に
分
賜
す
る
こ
と
各
、
差
あ
り
。
男
ロ
は

　
　
　

山
東
に
付
し
て
民
と
な
す
。

　
　

是
月
・
突
阪
酋
長
土
門
、
柔
然
を
撃
つ
（
周
書
北
史
突
荻
傅
）

　
　

二
月
・
柔
然
可
汗
阿
那
壇
、
懐
荒
①
の
北
に
於
て
、
土
門

　
　
　

に
破
ら
れ
自
殺
す
。
其
子
葉
羅
辰
、
従
弟
登
注
倹
利
登
、

　
　
　

注
の
子
庫
提
、
衆
を
擁
し
て
脅
に
奔
る
。

　
　
　

柔
熱
の
診
衆
、
注
の
次
子
鍼
伐
を
立
て
主
と
な
す
。
（
北

　
　
　

史
北
有
書
紀
、
嬬
嬬
傅
）

　
　

｀
是
月
・
契
丹
、
四
月
・
室
章
各
-
ｍ
使
。
斉
に
朝
貢
す
。

　
　

是
頃
・
阿
那
壇
の
子
孫
を
察
ぜ
る
柔
然
の
衆
②
西
魏
を
侵

　
　
　

’
す
。
西
魏
の
将
曳
寧
兵
を
率
ゐ
て
進
撃
、
壇
の
子
孫
並

　
　
　

に
種
落
を
獲
。
是
よ
り
戦
ふ
毎
に
之
を
破
り
、
前
後
撒

　
　
　

萬
人
を
獲
た
り
。
（
周
書
史
寧
傅
）

　
　
　

斉
将
斜
律
金
、
白
道
よ
り
出
撃
、
柔
然
別
帥
豆
雌
吐
久

　
　
　

備
等
三
千
節
戸
を
虜
に
し
、
叉
斉
文
宣
帝
｛
共
に
柔
然

　
　
　

主
但
鉢
⑧
を
吐
頼
に
討
ち
二
萬
診
戸
を
獲
（
北
斉
害
解

　
　
　

律
金
像
じ

　
　

①

　

北
史
、
荒
を
芒
に
作
る
。
今
、
周
書
涌
典
に
従
ふ
。

　
　

②

　

恐
ら
く
は
繊
伐
の
衆
鍬
。

　
　

③

　

但
鉢
亦
熾
伐
と
同
人
な
ら
ん
か
。

天
保
四
年
・
廳
帝
二
年
（
鍼
伐
二
年
・
五
五
三
）

　
　

正
月
・
庫
莫
突
、
斉
に
朝
献
。

　
　

二
月
・
酉
文
官
帝
、
登
注
①
及
庫
提
等
を
北
に
還
ら
し
む
。

　
　
　

時
に
鍼
伐
、
契
丹
の
焉
に
殺
さ
れ
、
’
國
人
登
注
を
立
て

　
　
　

て
主
と
な
す
。
登
作
字

　
　
　

な
り
、
國
人
ま
た
出
北
を
立
て
き
王
と
な
す
。

　
　

是
頃
②
柔
然
の
別
部
、
阿
那
壇
の
叔
父
鶏
叔
子
を
立
て
Ｘ

　
　
　

主
と
な
せ
る
が
、
突
所
乙
息
記
可
汗
（
時
に
土
門
既
に

　
　
　

死
し
、
其
子
科
１
　
立
ち
乙
１
　
記
可
汗
と
批
す
）
の
埓
に

　
　
　

沃
野
の
北
木
頼
山
④
に
於
て
撃
破
せ
ら
る
。
（
北
辰
周
書

　
　
　

隋
書
突
朕
淋
、
通
典
糾
婚
憾
）

　
　

三
月
・
突
匯
乙
１
　
記
可
汗
科
羅
、
西
魏
に
遣
使
、
馬
五
萬
匹
を
献

　
　
　

ず
。
（
周
皆
突
阪
傅
）

　
　

九
月
・
契
丹
、
寄
逡
を
寇
す
。
文
宣
帝
伐
ち
て
大
い
に
之
を
破

　
　
　

る
。
″
事
、
北
斉
書
帝
紀
三
国
典
略
等
に
詳
な
り
）

　
　

十
二
月
④
’
柔
然
４
　
提
ヽ
ま
た
突
販
の
破
る
所
と
な
り
ヽ

　
　
　

皐
國
酉
に
奔
る
。
文
宣
帝
、
突
蕨
を
討
ち
、
柔
然
を
馬

　
　
　

邑
川
の
地
に
迎
納
し
、
庫
提
を
慶
し
て
薔
羅
辰
を
以
て

　
　
　

主
と
な
し
、
食
糧
衣
帛
の
類
を
給
す
。
是
よ
り
柔
然
ま

　
　
　

た
斉
に
貢
献
相
つ
ぐ
。
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帝
、
更
に
突
願
を
朔
州
に
這
ひ
、
突
灰
、
降
を
請
ふ
。
之
を
許
し

　
　
　
　

て
還
る
。

　
　
　

①

　

北
斉
書
帝
紀
、
餓
伐
も
亦
北
還
せ
る
如
く
記
す
る
は
否
な
り
。

　
　
　
　

伐
は
元
来
斉
に
爽
奔
せ
ず
。
北
史
帝
紀
、
嬬
嬬
傅
正
記
す
。

　
　
　

の

　

周
書
突
願
傅
に
採
れ
ば
、
疲
帝
元
年
正
月
以
後
、
同
二
年
三

　
　
　
　

月
迄
の
間
に
郊
叔
子
は
印
位
し
、
且
つ
乙
息
祀
可
汗
に
撃
破
せ

　
　
　
　

ら
れ
た
る
こ
と
を
知
る
。
倚
、
銭
伐
と
郊
叔
子
と
の
開
『
悌
は
、

　
　
　
　

涌
艦
考
異
倦
七
の
「
魏
書
北
兜
嬬
嬬
博
竹
二
立
鏃
伐
応
可
汗
、

　
　
　
　

突
願
團
皆
云
立
郵
叔
子
篤
可
汗
、
蓋
部
落
分
散
、
各
有
所
立
也
」

　
　
　
　

な
る
見
所
を
是
と
す
べ
し
。

　
　
　

②

　

北
迦
、
木
の
字
無
し
。

　
　
　

の
『

　

北
斉
書
帝
寄
こ
の
條
を
十
二
月
に
係
げ
、
通
鑑
は
十
一
月
に

　
　
　
　

係
ぐ
。
柔
然
奔
贅
、
斉
帝
北
討
突
願
の
日
な
る
已
未
、
発
亥
の

　
　
　
　

干
支
は
此
天
保
四
年
十
一
月
（
梁
魏
閏
十
月
）
に
も
、
十
二
月

　
　
　
　

に
も
共
存
す
る
も
、
今
、
帝
紀
に
従
ひ
十
二
月
と
な
す
を
可
と

　
　
　
　

す
べ
し
。

　
　

④

　

北
含
書
帝
紀
、
川
を
州
に
作
る
。
今
、
仮
に
北
史
紀
・
憾
、

　
　
　
　

涌
典
腿
嬬
惇
に
従
ふ
。

天
保
五
年
・
府
帝
三
年
恭
帝
元
年
（
五
五
四
）

　
　

三
月
・
柔
然
の
主
奄
羅
辰
、
斉
に
叛
す
。
斉
帝
親
討
、
大

　
　
　
　

い
に
之
を
破
る
。
辰
父
子
北
遁
。

　
　

四
月
・
柔
然
、
斉
の
肆
州
ぞ
寇
す
。
斉
文
官
帝
之
を
討
ち

　

恒
州
に
至
る
。
柔
然
散
走
す
。
帝
二
千
騎
を
以
て
殿
を

　

な
し
、
黄
瓜
堆
に
宿
す
。
大
軍
す
で
に
還
れ
る
に
、
柔

　

然
の
別
部
敏
萬
騎
奄
至
、
如
鞍
し
て
進
み
四
面
副
逼

　

す
。
帝
安
臥
、
平
明
乃
ち
起
き
緋
色
自
若
、
従
兵
奮

　

撃
。
柔
欽
退
走
、
之
を
追
ぴ
伏
戸
二

‐

治
１
　
、
題
１
　
辰

　

の
妻
子
を
痩
、
三
萬
論
口
を
虜
に
す
。
都
１
　
高
阿
那
肱

　

に
令
し
、
共
走
路
を
塞
が
し
む
。
苛
４
　
辰
、
巌
谷
を
越

　

え
身
を
以
て
免
る
。
（
三
國
典
略
面
宛
所
引
ご

　
　
　

柔
然
乙
栴
達
官
①
西
魏
の
廣
武
に
寇
す
。

五
月
・
廣
武
郡
公
司
熾
、
往
國
趙
貴
と
分
路
之
を
討
っ
②

　

達
官
聞
き
て
引
退
。
熾
、
河
を
渡
り
麹
伏
川
に
至
っ
て

　

追
及
、
大
い
に
之
を
破
り
、
其
酋
帥
部
久
閻
是
殼
を
斬

　

り
、
生
口
敷
干
、
雑
畜
造
萬
頭
を
獲
た
り
。
（
周
書
帝

　

紀
、
資
熾
、
趙
貴
、
王
勇
傅
）

　
　

膏
帝
ま
だ
柔
然
を
討
ち
大
い
に
之
を
破
る
。

　

地
豆
干
、
契
丹
、
斉
に
公
使
朝
献
。

六
月
・
柔
然
、
部
衆
を
耶
ゐ
て
東
仕
南
寇
せ
ん
と
す
。
斉

　

帝
軽
装
を
半
ゐ
て
之
を
令
山
下
Ｏ
に
泡
早
す
。
柔
然
問

　

き
て
引
退
。
斉
の
咎
州
刺
史
王
峻
。
伏
を
設
け
て
之
を

　

撃
ち
共
名
王
郁
久
閥
豆
抜
提
等
徴
十
人
を
燧
。
惹
羅
辰
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是
に
於
て
遠
遁
す
。
（
北
有
書
王
峻
傅
）

　
　

①

　

恐
ら
く
別
部
帥
な
ら
ん
。
。

　
　

③

　

涌
鑑
、
趙
貴
を
４
　
弼
に
作
る
。
疑
ふ
可
し
。

　
　

③

　

奸
轜
傅
は
全
川
下
に
作
ろ
。
今
、
文
官
紀
に
従
ふ
。
倚
涌
鑑

　
　
　

は
命
川
と
し
、
胡
三
省
は
唐
志
に
見
ゆ
る
草
干
府
金
河
螺
の
事

　
　
　

献
と
な
す
も
疑
し
。

天
保
六
年
・
恭
帝
二
年
（
五
五
五
）

　
　

五
月
・
柔
然
、
斉
に
遣
使
朝
献
す
。

　
　

六
月
・
斉
文
窯
帝
ま
た
柔
然
を
討
つ
。
諸
軍
祁
連
池
に
大

　
　
　

會
し
高
を
出
で
庫
秋
谷
に
至
る
。
百
節
里
内
、
水
泉
無

　
　
　

く
全
軍
渇
乏
す
。
俄
し
て
大
雨
あ
り
。

　
　

七
月
・
文
官
白
道
に
頓
し
帽
重
を
留
め
軽
騎
五
千
■
Ｖ
)
率
ゐ

　
　
　

て
柔
燃
を
懐
朔
備
に
追
及
、
帝
躬
ら
矢
石
を
犯
し
、
頻

　
　
　

に
之
を
破
り
、
逡
に
沃
野
鋼
に
至
る
。
其
供
利
蕩
焉
力

　
　
　

１
　
阿
帝
吐
囲
盟
郁
久
闘
状
延
等
邦
に
口
二
萬
節
、
牛
羊

　
　
　

徴
十
萬
頭
を
獲
、
叉
恢
利
郁
久
同
李
家
扱
、
部
人
敦
百

　
　
　

を
。
求
ゐ
七
降
る
。
帝
、
１
　
陽
に
還
る
。

　
　
　

是
時
①
突
獣
木
粁
可
汗
頻
に
ご
然
主
那
叔
子
を
撃
っ
て

　
　
　

之
を
破
り
、
遂
に
柔
然
を
滅
す
。

　
　
　

鶏
叔
子
絲
類
千
鈴
家
を
率
ゐ
て
西
魏
に
奔
る
。
西
魏
、

　
　
　

李
弼
を
遣
し
、
之
を
迎
納
す
。
突
賑
既
に
兵
強
を
侍
み

　

且
つ
柔
然
が
大
國
に
依
憑
す
る
を
忌
み
、
悉
く
之
を
叙

　

さ
ん
こ
と
を
請
ひ
使
騨
相
繊
ぐ
。
西
魏
太
師
字
文
楽
、

　

議
し
て
之
を
許
し
、
途
に
邱
叔
子
以
下
三
千
節
人
②
を

　

牧
縛
し
、
突
頴
の
使
者
に
附
し
、
長
安
城
青
門
人
覇
城

　

門
、
門
色
青
、
民
之
を
青
城
門
、
青
門
と
柳
す
）
外
に

　

於
て
之
を
斬
る
。
中
男
③
以
下
は
死
を
穏
じ
王
公
の
家

　

に
・
配
し
て
奴
隷
と
な
す
。
（
北
史
蛸
帽
、
北
史
、
周
書
、
隋

　

１
　
各
突
所
傅
李
弼
傅
、
通
典
巷
百
九
十
六
）

①

　

月
日
不
詳
な
る
も
是
歳
印
恭
帝
二
年
中
な
る
こ
と
は
、
北
史

　

嬬
嬬
突
朕
傅
通
典
等
の
記
截
に
て
明
な
ｓ
:
＞
。

②

　

北
史
突
所
傅
は
千
人
と
な
す
も
、
今
、
同
嬬
蛉
海
及
通
典
が

　

三
千
節
人
と
な
し
、
周
書
突
所
傅
亦
三
千
人
と
な
す
に
従
ふ
。

　

（
涌
鑑
通
志
三
千
翰
人
と
す
）

③

　

西
魏
の
制
は
不
詳
な
る
も
、
北
贅
は
男
子
十
六
歳
以
１
　
十
七

　

以
下
を
、
北
周
は
十
一
以
上
十
七
以
１
　
を
巾
男
と
か
ナ
。
（
河

　

清
令
・
保
定
令
［
隋
書
食
貨
志
引
］
）

　
　
　
　
　
　
　

（
完
）

-
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